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この作品のおかげで、バンド・デシネがスーパーで広く売られるようになったのです。 

 

しかし 2000 年代にさらに社会的変化が起こり、中ぐらいのスーパーがどんどん閉店していきました。

その代わりに、コンビニではないものの、どちらかというとコンビニ的な小さい都市型のスーパーが増

えて、本の売り場がなくなってしまいます。その結果、バンド・デシネが危機に陥りました。 

 

ただし、その状況でもマンガはバンド・デシネとは大きく違っていました。それはポケットサイズだっ

たためです。場所を取らないので、フランスのスーパーやキオスクなどで売る販売形態に合っていたの

です。例えば『アステリクス』のサイズはかなり大きく、日本のマンガの倍以上の大きさがあります。し

かも大きいだけでなく価格も高いので、それも問題です。マンガ 1 冊買おうと思ったらおよそ 7 ユーロ

ぐらいですが、バンド・デシネの 1 冊の価格は 10 から 14 ユーロします。 

 

若い世代は既にアニメなどで見たキャラクターに親しんでいて、マンガでも見たいという欲求があり

ますし、おまけに安い上に小さくて扱い易い、場所も取らないということで、テレビ局が安く買ったアニ

メを見た若い世代がマンガにも親しんでいきました。子どもたちにはあまりお小遣いが無いので、14 ユ

ーロのものより 7 ユーロのものを買いたい。今の話はマクロ経済に関する話です。 

 

そして他に興味深い点として、日本マンガというのは、日本人向けに日本人が作っている。それなのに

どうしてフランス人が興味をそそらるようなストーリーなのかということを考えた時、その理由として、

子どもがアニメを見ながら、そしてマンガを読みながら一緒に育っていっている、大きくなっている点

が考えられます。これはフランス人が忘れていたことです。 

 

例えば 60 年代に誕生した『アステリクス（Astérix）』は、子ども向けと大人向けの両方の解釈ができ

ます。喧嘩のシーンがあったとして、このシーンで子どもは笑う。一方、仮にラテン語でギャグが書かれ

ていた時には、それを読んで大人も笑える。大人向け、子ども向けの両方として解釈できる作品です。 

 

『ドラゴンボール』や他の日本のアニメ、マンガの子ども向けの作品は、もちろん手塚の子ども向けの

作品もそうなんですが、子どもたちが見ながら、読みながら一緒に成長していく、育っていく。子どもた

ちがキャラクターに自己投影しているのです。『ドラゴンボール』がフランスで 2500 万部出ているほど

の人気を得た理由はそれではないかと思います。 

 

日本のマンガの強みは３つの P と言われています。Price（値段）、Promotion（マーケティング）、Product

（作品そのもの）のことです。Price は値段が安いこと、Promotion については大きさとか値段を考える

と売りやすい商品であるということ、Product は子ども向けで子どもが読みながら一緒に育っていく作

品であること。これらが理由となって、フランスでは初め数%のシェアしかなかったマンガが、今ではも

う 50%～60%になってきていますし、15 歳から 25 歳でも 80%のシェアを占めるようになってきていま

 

日本では 1974 年に双葉社から翻訳が三冊刊行されている。 
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す。 

 

販売の時の技術というのは書店の規模や性質によって違います。3000 店舗以下の書店の場合、お店に

置く本を選ぶのに重要なのは、どんな作品か、どんな作者か、どんなストーリーかということですが、ス

ーパーで売られる本というのは作品の内容や質なんてどうでもいい。スーパーにとって重要なのは商品

の回転率です。例えば、これぐらいの平方メートルの売り場なら、月に何回ぐらい回転する商品なのか、

という経済的な側面が大事なんです。スーパーはマーケティング計画を考え、バイヤーはとにかくベス

トセラーのみセレクトする。作品を作っている側、作品を提供する側がこれに対応するのは難しいので

すが、マンガはそれに成功しました。 

 

例えばパリの中央にたくさんの店舗があるモノプリに関して言うと、販売場所が小さいので、一番有名

なバンド・デシネやマンガを選んで売っています。1 平方メートルあたりの収益率、それからテレビで有

名かどうか、その次に品質を見ます。 

 

『ワンピース』『ドラゴンボール』はずっと売られ続けていますが、とにかく重要なのが日本のマンガ

やアニメは、フランス市場に少し遅れてやってきたので、日本やフランス以外の色々なところでベスト

セラーになった作品がフランスでは出版されていないという状況が長く続き、発売されていない良い作

品がかなりたまっていたところです。 

 

例えば日本で 1 年間にベストセラーと呼べるマンガが 1 本か 2 本しか出ないとしても、フランスでは

出ていない作品がたまっていたせいで、日本でベストセラーになったマンガを 1 年間に何作品も出すこ

とができました。しかし、段々それも落ち着いてきて、今はもうほとんど日本に追いついています。この

意味でもフランスにおける日本マンガは難しくなってきています。しかし出版を巡る様々な困難を考え

ると、今まで日本のマンガはかなり成功したと言えます。 

 

色々な変化が起こっていますが、私はマンガの将来をそれほど心配していません。なぜかというと、や

はり総じて作品の質が高いからです。それに加え、フランスにおけるマンガの利点としては、かなり早い

時期からちゃんとした知識を持った出版社と編集者がいたという点が挙げられます。 

 

70 年代、80 年代にテレビでクラブ・ドロテ（Club Dorothée）4という番組があり、その TV 番組のア

シスタント・プロデューサーが後に TOMKAM5というマンガの出版社を立ち上げています。このように

アニメについてよくわかっていた人がマンガの出版に携わっていました。 

 

 

4 1987 年から 1997 年まで放送されたフランスの子供向けテレビ番組。日本のテレビアニメを放送する

コーナーがあった。 

5 1993 年創業のフランスのマンガ出版社。2014 年、Delcourt 社に買収され、現在は Delcourt/Tonkam

になっている。 
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24という有名な文化大臣がかつて制定した法律ですが、これは例えばアーティストが亡くなった場合、そ

のアーティストの子孫は相続税の一部を作品で支払うことができる、というものです。例えば最近『アス

テリクス』の作者が亡くなり、遺産の相続者が３つのアルバムをフランスの国立図書館に寄付しました。

3 つのアルバムの価値を計算して、相続税から引くという支払い方ができるんです。この法律があるかな

いかで随分違うと思います。 

 

この法律には２つ良いところがあります。ひとつは、作家の残した作品の価値がどれほど上がろうと相

続税で遺族が困らない、そして作品で相続税を支払えるという点ですが、それに加えてもうひとつは、作

品が政府の手に渡ることによってちゃんと保管できる、そして次の世代にちゃんと引き継ぐことを保証

される、という点です。日本でも是非持つべき法律だと思います。例えばマンガの大きなロビー団体が政

府に働きかけて、フランスと同じような法律を作ってくれと言うべきだ、と直接アドバイスしたいくら

いですね。 

 

例えば国立の機関だとかの権威ある機関に作品が収蔵されることは社会的に認められることになり、

すぐに市場に影響が出ます。つまり価格にも評価にも影響が出ます。これを考えると、政府の機関が国税

局も含めてマンガの価値を認めなきゃいけないといういい例だと思います。 

 

 

―

歴史家とか、私のようなキュレーター、そしてイギリス人のポール・グラヴェット(Paul Gravett)25の

ような批評家が評価および価値づけをしていると思います。ポール・グラヴェットは世界的にも最高峰

にいるコミックスやマンガのキュレーターです。マンガを世界中に知らしめたことにおいて、とても貢

献している方だと思います。 

 

今挙げたのが評価に関しては重要な人達ですが、それだけでなく一般の消費者、読者の方々もかなり大

切です。例えば『ドラゴンボール』『ワンピース』などに人気があるのは偶然ではありません。やはりク

オリティが高いからです。とは言え、やはり上に挙げたような人たちに評価されるのは重要です。 

 

手塚を例に挙げますと、例えば彼はかなり初期にテレビアニメを始め、マンガも人気があったこともあ

り、日本でも高い評価を得ていると思うんですが、ヨーロッパ、特にフランスで得ているような評価は日

本では得ていないと思います。こちらではもっと古典作品として、本当にシェイクスピアと並べられる

ぐらいの知的な作者として評価されています。 

 

 

24 フランスの小説家、政治家。1960 年から 1969 年にかけてドゴール政権で文化相を担当した。1976

年没。 

25 インタビュー参照 
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11、松本大洋12等で、芸術的アプローチをするマンガ家です。日本のマンガ家たちの多くはご自分を職人

と認識しているのではないかと思いますが、今挙げたマンガ家たちはご自分のことを芸術家、アーティ

ストだと認識しているように私は感じています。 

 

時間軸で話しますと、グレナが 90 年代初めにマンガを出し、95 年から 2000 年にかけてアニメになっ

たマンガが子どもたちだけでなく一般大衆にも受けるようになりました。そして 2000 年にヌーベル・マ

ンガ、つまり la manga という運動、ムーブメントが起こりましたが、5 年か 6 年というかなり短い期間

で収束し、2005 年にはもうこのヌーベル・マンガ運動は完全に終わっていました。 

 

 

―

終わった理由は、10 代が読みたいマンガではなかったからです。人々は le manga の方を読みたかっ

たんだと思います。男の子はアクションがあるような少年マンガ、女の子は恋愛ものなどの自分たちが

共感できるマンガを読みたかった。それに 10 代の若者は自分たちが読んでいるものに対して、「そんな

馬鹿なもの読むな」とか「読む価値がない」とか言われることを好みませんでした。「これを読め」とい

う感じで権威主義的に強要されるのが嫌だったんだと思います。その他の理由としては、la manga はど

ちらかというとフランスやベルギーのマンガが中心でした。珍しい例として谷口の成功例があり、確か

に谷口はよく売れました。でもつげ義春は、例えばアングレームに持っていってもまったく売れなかっ

たんです。やはりそうなると出版社としては「売れないなら出すのをやめておこう」となります。そうし

て段々と廃れていったのです。 

 

 

―

2000 年代初頭、市場には出ていました。2004 年の『無能の人』という作品です。つげの『無能の人』

は 2005 年のアングレームで賞の候補として挙がっています。賞は取れませんでしたが、候補に選ばれる

ぐらいには、高く評価されていたということがわかります。 

 

メビウスともかなり前にこの点について話したんですが、谷口の作品の問題というのは、フランスにお

ける日本マンガ、そして日本におけるフランスやベルギーのマンガと同じ問題なんですね。例えばエン

キ・ビラル13は日本で受けていますが、フランスとベルギーのマンガを代表するものではない。谷口も、

クオリティの問題とは別に、日本マンガ全体を代表しているかというとそうではありません。それと同

じようにお互いの国を代表していない作家が、それぞれ相手の国でその国を代表しているかのように受

 

11 日本のマンガ家。1992 年、講談社の雑誌『アフタヌーン』でデビュー。 

12 日本のマンガ家。1987 年、複数の新人マンガ賞を受賞し、マンガ家としてデビュー。卓越したアー

ト、デザインセンスで 90 年代前半から高い評価を受ける。映像化作品も多数ある。 

13 Didier Pasamonik インタビュー、註 17 参照 
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例えば、『モンストレス（Monstress）』18という作品は、先ほど話に出た『ラッキールーク』『アステリ

クス』『タンタンの冒険』に慣れている人たちにとって、物語構成もデッサンもかなり複雑です。私たち、

フランス＆ベルギーの消費者は『モンストレス』を全く知らなかったですし、複雑で理解するのが難しい

作品のように感じていました。もしこの作品がアングレームでグランプリを取らなかったらフランスで

はまったく知られていなかったと思います。グランプリを取ったことによって、本屋に置いてみようか

ということになり、興味を持った消費者が手に取ってみて実際の購入に繋がっています。そうでなけれ

ば全く売れていない作品でした。 

 

アングレームのセレクションは、私たちのような普通の消費者が全く知らない作品ばかりです。例えば

『スピルー（Spirou）』19も入っていない。アングレームのアート・ディレクターだったステファン・ボー

ジャン（Stéphane Beaujean）20と話した時に、「知らない作品ばかり選んでいるのはなぜですか」と聞

いたことがあって、その時ボージャンは「私たちの目標は、賞を与えることで無名の作品に光をあてて有

名にし、評価を与えて売れるようにすることだから」と答えてくれました。 

 

 

―

そうですね。売れない作品を売れるようにするということもありますが、やはり一般の消費者にとって

アクセスが難しい作品を知らしめて有名にするのが最初の目的のようです。 

 

完璧に個人的な意見ですが、そのために問題が起きているとも思っています。2020 年グランプリはク

リス・ウェア（Chris Ware）21が受賞しました。ただ、フランスでウェアの単行本を 1 冊買おうとすると、

必ず 50 ユーロ以上します。そうすると値段が高いので、一般の消費者には手が届かない。でもアングレ

ームで日本のマンガ家がシンポジウムを行うと、普段は来ないような若者で会場がいっぱいになります。

本が手に取り易い値段であることも大きな違いだと思います。 

 

例えば 2023 年アングレームで『進撃の巨人』展覧会が予定されています。アングレームで初めて展覧

会チケットがフェスティバルとは別に販売されることになりました。今まではフェスティバルのチケッ

トに展覧会も含まれていたんですが、別々の販売方法をとるということは、アングレームにもわかって

いるんですよ。フェスティバルの料金の、例えば 30 ユーロなら 30 ユーロの代金を払えない若者も展覧

会の 10 ユーロぐらいなら払えるということを。そしてフェスティバルは見なくてもいいけれど『進撃の

 

18 マージョリー・リュウ（Marjorie Liu）脚本、タケダサナ（Sana Takeda）作画によるアメリカのフ

ァンタジーコミックス。2015 年から Image Comics より刊行されている。 

19  

20 フランスのコミックス評論家、編集者。2016 年から 2019 年までの 4 年間アングレーム国際漫画祭

のアート・ディレクターをつとめた。 

21 Paul Gravett インタビュー、註 48 参照 
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ていきました。私たちの世代はその月に出たマンガのすべてを、インフレもありますが、だいたい 100 ユ

ーロ以内ですべて購入できました。でも今は絶対無理です。現在はタイトルが増えて、フナック（Fnac）

27他、色々な所でマンガへのアクセスがとても容易になりました。それから衛星放送が始まり、普通の地

上波のテレビ局だけでなくて衛星放送の TV 局が安い値段で例えば『ワンピース』『ナルト』等を購入し

て放送するようになりました。 

 

インターネットと共に生まれた若い世代が、例えば衛星放送で『ナルト』を見たとか、『ワンピース』

のどのキャラクターが好きだとか、そういうことをインターネットのフォーラムで語り合うようになり

ました。 

 

今は 3 日間、4 日間のジャパン・エキスポに 25 万人が参加します。フランスでは今や農業祭と自動車

の展示会の次に入場者が多いイベントです。それぐらい人気が出ています。とにかくインターネットと

共に生まれた若い世代が来る前に、私たちの世代が地ならしをしていた、土壌を作っていたということ

が言えると思います。初めて私が参加したジャパン・エキスポの参加者数はたった 3000 人でした。 

 

 

―

パリの市内、オステルリッチ（Austerlitz）というところです。とても小さい会場でした。 

 

インターネットも最初は文章しか載せられなかったものが、画像も動画も載せられるようになり、進化

していきました。そうすると、お金がない若者にもアクセスできるようになったんです。例えば完全に非

合法のスキャンしたマンガであったりストリーミングでアニメがネット上で流されたりしたことも、ア

クセスしやすくなった要因です。 

 

 

―

その質問への答えはハイとイイエの両方です。コミックしか読まない人もいれば、マンガしか読まない

人もいる。でも両方好きな人たちもいます。 

 

まず創作面から見た違いというと、コミックスはそのシリーズが続いていくにつれて、例えばパラレル

ワールドができたり、キャラクターが死んだり、コスチュームを違う人が着たりと、いろんなことをやり

始めます。例えば、スパイダーマンにブラックスパイダーマンとスパイダーガールが出てくるなど、かな

り複雑になっています。しかしコミックスのファンはこの複雑な体系をかなり熟知していて、何がどう

 

27 1954 年、フランス、パリに一号店をオープンした、フランスをはじめ国際的にチェーン展開する家

電とコンテンツ商品を販売するショップチェーン。 
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私がかかわっている『OTAKU MANGA』28という新しい雑誌があります。この雑誌は今ちょうど印刷し

始めたところで、第 1 号に子どもたちに勧めることができる、図書館に入れられるマンガのリストを掲

載しています。リストを使って、学校関係とか図書館等に情報提供を行うためです。 

 

『はねバド！』29、『町田くんの世界』30など、とてもポジティブなテーマの作品を選んでいます。その

他、第二次世界大戦に関するマンガとか、坂口尚31のマンガです。この雑誌を手に入れるには登録して定

期購買してもらう必要があります。雑誌を販売するキオスク等に置こうとすると、まず 10 代の目を表紙

でひく必要があり、そのためにトップ 20 の作品のいずれかを表紙に持ってくる必要が出てきます。ただ、

そうなるとまたトップ 20 しか前に出せない状況に陥ってしまいます。私たちが今やろうとしているのは、

トップ 20 以外の作品を好きに選んで取りあげる雑誌です。それをやるためにはやはりキオスクで買うよ

うな雑誌ではなく、定期購読という方法になります。 

 

中学高校の子どもたちというのはトップ 20 のマンガを知っていますし、読んでいます。もし学校の図

書館に彼らが知っているからという理由で同じ作品を入れてしまえば、既に読んだことあったり友達に

借りたりしている作品を図書館に置くことになり、何の役にも立たないでしょう。 

 

そうではなくて、彼らが知らないマンガ、自発的に読みに行かないようなマンガを図書館に収蔵するこ

とが大切だと思います。学校の図書室に行ったらよく知っているマンガがあるから手に取る。その時、今

まで読んだことのないようなジャンルのマンガや、読んだことのないようなストーリーにも実際に触れ

て、ひょっとしたら好きになってくれるかもしれない。それを目指しています。私がお薦めするのはフラ

ンスの文化省にコンタクトをとって、マンガの推薦図書のリストを提供することです。それにより、中学

や高校の子どもたちだけでなく、大人が行くような図書館への推薦図書リストを発行して、彼らがどう

いうものを入れたらいいか、よりわかりやすくすることができるかと思います。 

 

今お話したのは大体 10 歳から 18 歳の子どもたち向けのものですが、一般的な大人に対してどうする

かはもっと複雑です。さっきも言いましたが、フランス人はもともとバンド・デシネをあまり読まないの

で、グラフィックノベルという形で紹介するしかないのかなとは思います。ただそれは本屋の仕事です

ね。でもグラフィックノベルとして紹介されるものを読む人たちは、アメリカ製であろうとフランス製

であろうと日本製であろうとこだわりはありません。そこに優劣はつけません。 

 

28 2023 年創刊された日本のアニメ、マンガ等の「オタクカルチャー」の情報誌。発行は Geek Junior。 

29 2013 年から 2019 年まで講談社の雑誌『good!アフタヌーン』に連載された濱田浩輔作のバドミント

ンマンガ。 

30 2015 年から 2018 年まで集英社の雑誌『別冊マーガレット』に連載された安藤ゆき作の少女マンガ。

2015 年、第 19 回文化庁メディア芸術祭新人賞、2016 年、第 20 回手塚治虫文化賞新生賞をそれぞれ受

賞。 

31 日本のマンガ家。1963 年にアニメーターとして虫プロダクションに入社。1969 年に『COM』でマ

ンガ作品を発表し、マンガ家としてのキャリアを開始。1995 年没。翌 1996 年に遺作となった『あっか

んべェ一休』に対し日本漫画家協会賞優秀賞が贈られた。 
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例えば今、手塚の作品がクラシックとして本屋でかなり綺麗な装丁で売られています。それもひとつの

手段です。しかし、一般の図書館や学校図書館への対策は、10 歳から 18 歳の子どもたちに今からアプロ

ーチすることで少年マンガ以外のジャンルに触れてもらうところにありますから、10 年後 15 年後 20 年

後と長期的に見たらその利点は大きいと思います。 

 

先ほどのアングレームのグランプリの話もありますが、日本での賞、例えば『このマンガがすごい』32

で選ばれたり、賞をとったりしたマンガはフランスでも興味を持つ人が多いですね。つまり日本での賞

によって付加価値をつけることもできるのです。それから巻数の問題もあります。『ワンピース』は 100

巻以上あり、親が子どもたちに買い与えるのが高くつく上に、ストーリーを初めから追うのにすごく時

間がかかる。それに比べると、5 巻か 7 巻か 10 巻ぐらいしかないマンガだとストーリーも追い易いし、

親も手を出しやすい、子どもも手を出しやすいということで、巻数の少ない作品を推していく方法もあ

るかと思います。 

 

先ほどお聞きになった日本のマンガとかアメリカのマンガの違いも関係していて、日本のマンガは結

末、終わりがあるんです。アメリカのマンガは終わりがない。その違いがありますね。 

 

 

―

ないですね。日本の東京ビッグサイトで行われているコミティアで、フレデリック・トゥルモンド

（Frédéric Toutlemonde）33が海外マンガを紹介していたと思うんですが、彼が少しだけフランス政府か

ら助成金を受けていたと思います。ただほとんど自分の資金でやっていて、政府の振興政策はありませ

ん。 

 

でも例外はあります。例えばフランスのマンガで 15 日前に出たばかりの『エンゾ（ENZO）』34という

作品では、主人公がフェンシングをしているので、フランスのフェンシング協会が資金を一部提供して

います。ただし、政府のお金ではないですね。『エンゾ』を出しているのはブラックエレファント

 

32 Paul Gravett インタビュー、註 31 参照 

33 合同会社ユーロマンガ代表。2008 年から 2022 年まで日本向けにフランスのバンド・デシネを翻訳紹

介する雑誌『ユーロマンガ』（2013 年まで飛鳥新社が雑誌版を発売）の編集、発行をおこなっていた。

また、2012 年からコミティアでイベント内イベント「海外マンガフェスタ」をプロデュースしてい

る。 

34 実在するフェンシングのオリンピック選手エンゾ・ルフォート（Enzo Lefort）の実話を基にした

「MANGA」作品。原作はエンゾ本人、脚本トニー・ロレンソ（Tony Lourenço）、作画マダナ

（Madana）。 
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（Blacklephant）35という出版社です。『MUKAI』36というフランスのマンガでは乳業生産協会がスポン

サーとなっています。このマンガの中で乳製品をいっぱい消費して、消費を促進したいからです。 

 

今ご紹介した２作品はかなり珍しいケースです。フランス政府は創作に関しては助成金を出していま

せん。有名なのでご存知かもしれませんが、政府はカルチャーパス、つまりクーポンみたいなものを 2 年

前から 18 歳以上に 300 ユーロ分渡しています。オペラに行ったり劇場に行ったり、音楽に使ったりされ

たのですが、300 ユーロのうち 80%はマンガに使われたということです。 

 

2 週間ぐらい前に右派の政党が国会で、法律としてカルチャーパスの対象からマンガを除こうと提案し

て否決されました。こういう提案が右派から出るということは、やはりマンガはまだ文化としては完全

に浸透しきってないという証明だと思います。 

 

 

―

日本のマンガの歴史についてです。グルメマンガや女性のマンガ家等についても取り上げる予定です。 

 

 

―

その通りです。 

 

女性のマンガ家といえば、ナバン（NaBan Editions）37という出版社があります。女性マンガ家・竹宮

惠子が 70 年代に描かれた『地球へ』というマンガを出し 3000 部売りました。日本ではかなり少ない部

数と思われるかもしれませんが、フランスでは 70 年代に女性によって描かれたものが 3000 冊も出たの

はかなりの成功と言えると思います。萩尾望都の『ポーの一族』もフランスで出版されるんです。これが

もし 2000 冊出たら、その出版社は嬉しいと思います。 

 

例えばフランスではトンカム（TONKAM38）が「ジョジョ」シリーズをだいぶ前に出しました。しかし

全く売れなくて、巻によっては 200 か 300 冊しか出ないものがあり、かなりの赤字で苦労していました。

でもアニメが始まり Netflix39でも配信されるようになって急に売れるようになったのです。今、若いファ

ンたちが自分たちが生まれていなかった 80 年代のマンガのアニメ化作品を見ることで、昔の作品が売れ

 

35 2021 年に設立されたフランスの出版社。 

36 フランスのマンガ家、クリコ（KRIKO）作のファンタジー「MANGA」。2022 年より Omake Books

から刊行。 

37 2019 年に設立されたフランスの「MANGA」出版社。 

38 Didier Pasamonik インタビュー、註 5 参照 

39 1997 年に設立されたインターネット動画配信サービス業者。 
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のは、どこの国でもあったことです。そしてその混乱は今でも完全になくなったわけではありません。こ

れは、文化の普及が引き起こす時に特有の混乱です。 

 

是非、あなた方に会って欲しいと思うとても重要な女性がいます。彼女は長年にわたって、マンガとア

ニメ―おそらくアニメのほうを少しだけ多く―支持してきました。その女性の名前はヘレン・マッ

カーシー（Helen McCarthy）2です。 

  

 

―

彼女には頭が下がります。驚くべき女性です。彼女はイギリスにおけるマンガとアニメの紹介と普及に

尽力しました。私がマンガやアニメに出会った頃、理解を深めるのに彼女が大いに助けてくれたもので

す。 

 

マンガの普及の初期段階と現在との対比を考えた時、その大きな変化を示す象徴は 2019 年の大英博物

館における MANGA 展かもしれません。これは 30 年前の 1989 年には想像もできなかったことです。  

 

大英博物館が普通なら絶対やらないような展示を行ったことが今でも信じられません。実現した背景

はとても興味深いです。ヘレンも知っていると思いますが、まず、大英博物館はずっとマンガを収集して

きました。その設立以来、大きな歴史的意義があるものとして、浮世絵、国芳など、19 世紀以降の古美

術を既にたくさん所蔵しています。 

 

特にティモシー・クラーク（Timothy Clark）3やニコル・ルーマニエール（Nicole Rousmaniere）4は、

マンガを強く支持し、本を展示し、時には日本のギャラリーで原画も少しずつ入手してきました。大英博

物館に入ってすぐ右側に朝日新聞ギャラリーという小さなギャラリーがあって、『2001 夜物語』のマン

ガ家さんとコラボレーションもしています。 

 

 

―

素晴らしいマンガ家です。私は実際に彼に会うことができたんですが、彼は「宗像教授」5の物語の設

 

2 イギリスのアニメ、マンガ評論家。宮崎駿の評伝、Hayao Miyazaki: Master of Japanese Animation

（Stone Bridge Press、1999）をはじめ、日本のアニメ、マンガに関する著作を多数持つ。 

3 ティモシー・ジェームス・クラーク（Ｔ．Ｊ．クラーク）。イギリスの美術史学者。英国における「ニ

ューアートヒストリー」の代表的な論客の一人であり、日本美術に関しての論文も書いている。 

4 ニコル・クーリジ・ルーマニエール。イギリスの日本美術史学者。セインズベリー日本藝術研究所所

長、東京大学客員教授。 

5 星野之宣による民族学者「宗像伝奇」を主人公とした伝奇ＳＦの連作。90 年代以降断続的に発表され
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定をロンドンにするために取材でこの地に来たのです。  

 

その後、大英博物館から彼のマンガが出版されました6。どれも素晴らしい作品です。彼はギャラリー

で個展を開き、その後は彼を含む「三世代」展が開催されました。その展示には、星野之宣以外に、ちば

てつやと、イエスとブッダの地上での物語を描いている中村光が選ばれていましたね。 

 

一般市民の反応は驚くほどではありませんでしたが、それでも非常に心強いものでした。これは、まず

小さな展覧会を開いて大きな展覧会の開催を正当化するという計画だったのです。大英博物館の展覧会

の成功は目を見張るものがあり、マンガ展よりも人気があって来場者が多かったのは、ヴァイキングに

関する展示だけだったと思います。もしヴァイキングを扱った 『ヴィンランド・サガ』を MANGA 展で

もっと大きくとりあげていたら、おそらくヴァイキングの展示を打ち負かしていたことでしょう（笑）。

正確には覚えていませんが、大英博物館のマンガ展の入場者数は 16 万人ぐらい。ほぼ過去最高でした。

まだマンガを批判する人たちがいることを考えると、この結果は大変興味深いです。  

 

大英博物館がこのような展示を行うことに肯定的でない人々もいます。ある批評を読んだ時、この批評

を書いた人はコミックスに対して偏見があり、どんな種類のコミックスであれ真剣に受け止めることが

できないんだなと感じたのを覚えています。残念なことに、その批評は、本来とても進歩的な新聞である

「ガーディアン」紙に掲載されました。とにかく、私たちはコミックスの文化を受け入れられない評論

家、その真価を認めることのできない評論家から逃れることは難しいのです。  

 

もうひとつ、大英博物館の展覧会で私にとって非常に興味深かったのは、ニコル・ルーマニエールが経

験した苦労です。これは特に秘密でもなんでもないのですが、展覧会について公の場で話すとき、彼女は

明らかにその苦労について語りませんでした。 

 

講談社をはじめとする巨大出版社が協力している展覧会における交渉は、とても複雑なものでした。展

示のオープニングで、OPMA（Organization for the Promotion of Manga and Anime）（「一般社団法人マ

ンガ・アニメ展示促進機構」）という組織を立ち上げた人に短い時間ですが、会うことができました。そ

の人は、少なくとも部分的にその組織は大英博物館でのこの展覧会を実現するために作られたのだと言

っていました。 

 

というのも、私の理解では、日本の巨大出版社は通常、ここまでのコラボレーションをしないんです。

個々の本や個々のマンガ家やキャラクターだけについて宣伝するのは、もちろんコラボレーションがな

くても問題ないのですが、国際的なプロモーションを行ったり、作品群の幅を見せたいのであれば、それ

ではうまくいかないでしょう。確かに、大英博物館でのマンガ展は、私が今までみた日本マンガを扱った

 

続けており、主な作品としては『宗像教授伝奇考』、『宗像教授異考録』などがある他、主人公の宗像教

授はスターシステム的に星野の別作品にも登場する。 

6 “Professor Munakata’s British Museum Adventure” October 1, 2011 

https://www.sainsbury-institute.org/ja/publications/professor-munakatas-british-museum-adventure/ 
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どの展覧会に比べても、より多くの作家、より多くの種類の資料を置いていて、マンガがいかに多様でダ

イナミックなものであるかを一般の人に理解させるのに役立ちました。OPMA がまだ存在しているかど

うかは知りませんが、出版社の全面的な協力を得ることは、マンガを国際的に普及させる上で重要な要

素だと思います。 

 

ステータスという言葉は、どれだけ売れているかということだけではなく、尊敬されているか、評価さ

れているかということを示唆する重要な言葉だと思います。この点について言えば、マンガはまだ少し

前進できるのではないでしょうか。例えば、マンガ家をアーティストとして、作家としてもっと認識させ

ることができるはずです。そしてそれは必ずできると思います。ロンドンにはサンパウロやロサンゼル

スと並んでジャパン・ハウス7があることも大きいです。ジャパン・ハウスが浦沢直樹を展示したのは、

大英博物館と同じ時期でした。  

 

浦沢は偉大なアーティストなので、大英博物館で他のアーティストに混じって展示するのはよくない

という判断があったのかもしれません。ジャパン・ハウスで開催した個展はその後、ロサンゼルスとサン

パウロに巡回しました。イギリスでの浦沢は大変素晴らしかったです。とても寛大で、ギターを弾き、歌

い、人々に愛されていました。浦沢に加えて、萩尾望都や竹宮惠子のようなマンガ家がロンドンにいたな

んて、2019 年はすごい年でしたね。  

 

私は浦沢にフォイルズ（Foyles）書店8で 90 分ほどインタビューさせてもらいました。マンガ家本人

が実際にいることでとてつもない反響がありました。すべての出版社から編集者が来ていたと思います。

本当に素晴らしい時間で、イギリスにはマンガを求める欲求と市場があることを証明しました。あのよ

うな規模のものがまた見られるとは思いませんが、明らかに画期的なことでした。 

 

イギリスにおけるマンガの状況については記事をお送りしたので、既に読んでいらっしゃるかもしれ

ません。（以下の記事） 

“Ghouls, demon slayers and socially anxious students: how manga conquered the world”  

https://www.theguardian.com/books/2022/nov/01/ghouls-demon-slayers-and-socially-anxious-

students-how-manga-conquered-the-world 

 (Alison Flood, The Guardian, November 1, 2022) 

 

見開きのすごい量の記事でした。でも私がもっと感動したのは、ある学校に行った時のことです。12

歳から 18 歳の生徒からなるマンガクラブができたので、マンガの話をして欲しいと招待されました。先

生たちはマンガに対してとても前向きで、変なプレッシャーもなく、生徒が放課後に課外クラブを作っ

 

7 外務省がブラジル、サンパウロ、アメリカ、ロサンゼルス、イギリス、ロンドンの三都市に 2017～

18 年にかけて設置した日本文化発信拠点。展示、上演スペースと物販施設、カフェ等を併設した複合施

設。 

8 1903 年創業のイギリスの書籍販売店。イングランドに 7 店舗を展開している。 
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て活動するのを許可していました。様々な年齢層や学年の生徒がいて、普段その生徒たちの間の交流は

まったくないのに、マンガとアニメという共通の趣味のおかげで、そこにコミュニティができていたの

です。  

 

先生たちはいかにマンガが生徒たちを結びつけるかを見て感動し、マンガの題材やテーマによって内

気な生徒や大人しい生徒が心を開いて、いかにマンガに共感できるかを話しているのを見て、とても励

まされていました。生徒たちはマンガも描いているんです。そこには、私たちが活用できる大きなエネル

ギーがあるように思います。今の世代は、アニメやマンガに囲まれて育ち、既にアニメもマンガも新しい

ものではない。先生たちさえも「私たちはマンガやアニメに抵抗を感じない」と言っていることにとても

励まされます。でも現状ではまだ抵抗があり、それは、マンガやアニメが登場した時、成人向けのマンガ

もかなり含まれていたことが関係していると思います。  

 

そのせいで年齢層と市場に混乱がありました。保守的な新聞やメディアで、マンガやアニメに反対する

記事が掲載されたのを覚えています。彼らはたいてい、自分たちが文句を言っている作品が、まったく子

ども向けではないという事実を理解していなかったのです。日本とは違って、イギリスの文化は長い間、

コミックスが大人も読むものであり、時には極端な内容や成人向けの内容を扱うことができる、という

事実に対して抵抗してきたからです。  

 

この件に対して、まだ敏感な反応を示す人がいることも承知しています。とはいえ全体としては、かな

り改善されてきました。また、もうひとつの重要な取り組みとして、イギリスの日本大使館主催のマン

ガ・コンテスト「Manga Jiman9」があります。今年で 16 回目で、毎年大使館がテーマを決めています。

今年のテーマは「コネクト（connect つながる）」です。ロックダウンとパンデミックの後にはふさわし

いテーマだと思います。  

 

エントリー数が少なく応募総数は 50～70 点ほどでした。応募者は最大 8 ページで完結するオリジナ

ルストーリーを作らなければなりません。希望者には、日本語の右から左に読む形での応募もできるよ

うにしていますが、本当は左から右へという、英語の読み方でマンガを作ってほしいと思っています。現

在はモノクロでなければなりませんが、カラー作品が増えてきたので、カラーも受け入れようかと話し

ているところです。今年は、新しいアーティストや初参加のアーティストが多く、世代交代が進んで才能

のある人たちが集まってきていますね。  

 

私たち審査員 4 人と大使館の文化担当者が一緒に審査します。受賞者には賞品が贈られ、展示も行わ

れます。多くのアーティストが受賞後、何らかの形でイギリスのコミックスに関係する仕事をするよう

になり、例えばアンソロジーに取り組んだり、出版社で仕事をしたりしています。 

 

9 2007 年からイギリスの日本大使館がおこなっている「マンガ・コンテスト」。6～8 ページの短編マン

ガ部門（14 歳以上対象）と 13 歳までの 4 コママンガユース部門、14 歳以上による 4 コマ一般部門の

三部門を公募し、優秀作に贈賞。ウェブと展示で公開する。 
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もうひとつ、この国のマンガにとって興味深い躍進は、2007 年に、SelfMadeHero10という出版社が設

立されたことです。 発行人の エマ・ヘイリー（Emma Hayley）11 は以前からの知り合いで、シェイク

スピアのコミックス版12を作るというアイディアを話していたのも知っていました。当初、彼女はマンガ

を出すつもりはなかったのですが、マンガが既に人気を博していることに気づき、シェイクスピア原作

でマンガ化作品を出すことにしたのです。作品は主にイギリス在住のアーティストによって制作され、

中には日本人のアーティストもいます。そこが面白いところです。メディアの反応も、最初は「アイディ

アはいいけど、どうだろう？」というものでした。 

 

でも、シェイクスピアの専門家であり、劇中の原語を使うことができるリチャード・アッピグナネシ

(Richard Appignanesi）13を巻き込んだことで、マンガの中に劇中の原文がそのまま使われることになり

ました。もちろん、ストーリーは簡略化されていますが、ある新聞記事の中で、イアン・ランキン（Ian 

Rankin）14というイギリスではとても有名な小説家が、「私の息子は学校でシェイクスピアに興味を持っ

たことがなかったのに、『マンガ・シェイクスピア』は大好きで、『マンガ・シェイクスピア』でシェイク

スピアに出会いました」と語りました。彼のようにメディアでマンガを擁護する有名人がいるので、そう

いった人たちを利用することで、人々の注目を集めることもできますね。  

 

今私が取り組んでいるのは、「Aquila」15というとても素敵な子ども向けの雑誌です。 「AKIRA」じゃ

なくて「Aquila」です（笑）。「Aquila」はスペイン語で鷲という意味だと思います。これは英文の雑誌で、

ニューススタンドでは買えません。表紙には「好奇心旺盛な子どもたちのためのビッグ・アイディア」と

書いてあります。  

 

 

―

そうなんです。実は私が何年も前から知っている友人で、イギリスを拠点にしている秋山貴世（Takayo 

 

10 2007 年に設立されたイギリスのコミックス出版社。主に文学作品や伝記のコミカライズを刊行して

いる。 

11 SelfMadeHero 社のディレクター。同社の設立と Manga Shakespeare の企画によって 2008 年の UK 

Young Publishing Entrepreneur of the Year に選出された。 

12 コミックスではなく「マンガ」を謳った企画「Manga Shakespeare」として実現した。

https://www.mangashakespeare.com/ 

13 カナダ出身のライター、編集者。Manga Shakespeare シリーズの編集統括を担当している。1974 年

にグラフィックノンフィクション（日本における「マンガで読む～」的な人文科学系のキー概念や人物

を解説するコミックス）シリーズ「For Brginners」を立ち上げた編集者のひとり。 

14 イギリスのミステリ作家。日本でもリーバス警部シリーズ（『紐と十字架』（早川書房、延原泰子訳、

2005）など）を中心に作品が多数翻訳されている。 

15 1993 年に創刊されたイギリスの月刊児童雑誌。 
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Akiyama（takayon.com））16が作った雑誌です。読者はだいたい 8 歳から 14 歳くらいで、とても聡明な

子どもたちで、「マンガの特集号を作ってくれ」との要望が多かったので、次の号はマンガ特集をするこ

とになりました。 

 

他にはもうひとつ、マンガにとっても重要なフェスティバルの話をしたいと思います。ロンドンでフェ

スティバルはそれほどたくさん開催されてはいませんが、まずまずの大きさのアニメのコンベンション

はあります。 

  

ところで、ロンドンで開催されるハイパー・ジャパン（HYPER JAPAN）17 について聞いたことはあり

ますか。パリのジャパン・エキスポのような、あらゆる日本文化が集まるイベントです。今年、とても良

いスペースに移転したのですが、昨年の夏は狭すぎて、入場するのに長い行列ができていました。 

 

コミックスに関しては、国内の他の場所でも 2 つのフェスティバルがあります。ひとつはソート・バ

ブル（Thought Bubble Comic Art Festival）18というフェスティバルで、11 月に開催され、おそらく 12

年か 10 年ぐらい続いていると思います。開催地はイングランド北部のヨークシャーです。300 から 400

の出展者が集まります。その多くは、自費出版の小出版社です。大手の出版社もいくつか出展しています

が、通常は SF やスーパーヒーローを扱う類の出版社が多く、ゲストのほとんどがアメリカよりも他の

海外から来ることが多いですね。ほとんどがマーベルや DC、イメージ（Image）で働いています。参加

人数はかなりいいです。でも私はいつも、このフェスティバルはマンガやアニメに対して少し閉鎖的で

あると感じています。もっとオープンであるべきです。 

 

今年私は行かなかったんですが、友達がソート・バブルには以前よりたくさんのコスプレイヤーが来て

いたと言っていました。もしかしたら、そこにもっとマンガやアニメを取り込む余地があるのではない

かと思います。新しいディレクターが就任したところですし、このフェスティバルをさらに発展させる

ことに前向きになってくれればと思います。一方、もう一つのフェスティバルは「レイクス (Lakes)」

（Lakes International Comic Art Festival）19と呼ばれ、これは湖に関係する「L-A-K-E-S」、つまり湖水

地方で開催されています。 

 

ワーズワース20やビアトリクス・ポター21の出身地として非常に有名で、イギリスの美しい地域です。

10 周年を迎え昨年は移転し、10 月に開催されました。ウィンダミア湖は英国最大の内陸湖で、とても美

しいところです。何年もの間、たくさんのマンガ家を招待してきました。 

 

16 イギリス、ロンドン在住のイラストレーター、映像作家。 

17 2010 年からイギリス、ロンドンで開催されている日本文化をテーマにしたライブ、物販イベント。 

18 2007 年に始まったイギリス、ヨークシャーで年一回おこなわれるコミックス・コンベンション。 

19 イギリス、カンブリアで年一回おこなわれているコミックス・コンベンション。2013 年初開催。 

20 イギリスのロマン派詩人。 

21 ピーター・ラビットの作者として有名なイギリスの絵本作家。 
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ドのアシュモリーン美術・考古学博物館（The Ashmolean Museum of Art and Archaeology）35では、東

京のアートと写真に関する素晴らしい展覧会を開催しました。この展覧会は、コロナのロックダウンで

終了してしまったのですが、ごく最近、私にマンガの中の東京について書いてほしいと依頼がありまし

た。残念ながら、コロナのパンデミックに加えて原画を展示するためのロジスティックスなどに様々な

問題があり、展覧会でマンガはあまりうまく表現されていませんでした。写真やアートがたくさんあっ

たけれど、マンガはあまり多くなかったので、人々がなぜマンガがないのか？どうしてもっと展示され

ていなんだ？と言っていました。 

  

こういうことは時々起こり得ます。もしアシュモリーンが OPMA とコンタクトをとっていれば、もっ

と何か違うことができたはずです。大英博物館とは違って小さい展示にはなったと思いますが、マンガ

を文脈のなかで見せるための重要な展示ができたでしょう。例えば、歴史的な資料と現代的な資料とを

一緒に展示したりするのも、ひとつの例です。  

 

私はロンドンのバービカン・センター（Barbican Center）36で 2017 年に「マンガジア(Mangasia)」と

いうマンガに関する展覧会をキュレーションしました。「マンガジア」の副題は「アジアのマンガの不思

議な世界（wonderlands of Asian comics）」で、この副題のアイディアは、私が書いた何冊かの本からき

ています。最初の本は 2004 年に出た『マンガ：日本マンガの 60 年（Manga: Sixty Years of Japanese 

Comics）』37で、10 カ国語くらいで出版されました。 

 

初めての本であまり出来は良くなかったのですが、少なくとも、人々に「少年」「少女」「青年」などの

違いを理解してもらうのには役立ちました。そして、それがきっかけとなって、2014 年に、大英図書館

でコミックに関する初めての展覧会を共同キュレーションしました。 

 

大英図書館はイギリス最大の図書館で、もちろんコミックも含めて膨大なコレクションを持っている

のですが、コミックスを扱う専門家がいなかったので、これまで何もしてきませんでした。2014 年にな

って、彼らは驚くべきことに「コミックスを扱える人が必要だ」と言ったのです。コミックスの専門家で

ありファンでもある私の友人ジョン・ダニング（John Harris Dunning）38がずっと大英図書館に問い合わ

せ続け、2014 年にようやく私たちは展示の外部キュレーターとなる機会を得ることができたのです。

「Comics Unmasked, Art and Anarchy in the UK」という展覧会でした。  

 

イギリスのコミックスに関する展覧会でしたが、これまでの数多くのルールを破ったものでした。とて

 

35 1683 年に開設されたイギリス、オックスフォードにある美術品と考古学資料を所蔵する博物館。 

36 1982 年にオープンしたヨーロッパ最大規模を誇る舞台芸術上演施設。 

37 Manga: Sixty Years of Japanese Comics, Harper Design, 2004 

38 イギリスのライター、編集者。『Esquire』、『GQ』、『ID』などの雑誌に寄稿するいっぽう、2009 年グ

ラフィックノベル『Salem Brownstone: All Along the Watchtowers』（Nikhil Singh 作画）を発表して

いる。 
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もエッジの効いた展示で、コミックスがいかに検閲されてきたか、コミックスがいかに人々の権利や不

公平について声をあげてきたか、コミックスがいかに現状に挑戦してきたかを問う展示でした。エロテ

ィカに関する 16 歳以上向けのコーナーもあり、大英図書館がそれまでに行った中で「保護者同伴 

(Parental Guidance)」レートがつけられた初めての展覧会でした。「ゴリラズ(Gorillas)」39のビデオを描

いている有名なアーティストのジェイミー・ヒューレット(Jamie Hewlett)40も参加しています。  

 

ちなみに、「ゴリラズ」はマンガの影響を強く受けているポップバンドです。ジェイミーはこの展覧会

のポスターのためのキャラクターをデザインしたのですが、実はこの展覧会が最初に発表された時、メ

ディアからものすごい反響があったんです。「大英図書館は大英博物館と同じくらい重要なのに、コミッ

クスを展示してどうするんだ？」という声があがったのです。今から思えば、あれはメディアに必要な議

論でした。否定的な反応も良い宣伝となります。人々はそれを話題にするからです。そして、ジェイミ

ー・ヒューレットという大物アーティストの人気もあって、ポスターを公開したところ、大きな反響があ

りました。  

 

「マンガジア」に話を戻すと、バービカン・センターがこの展覧会を委託して、パートナーとともに

資金を提供していますが、バービカンのアートギャラリーの人たちは、マンガに対して非常に偏見を持

っていました。バービカンで開催された日本の建築に関する展覧会はマンガの中で建築がどのように描

かれているかを扱い、いくつかのマンガが展示されました。良い展示だったと思いますが、一般にキュ

レーターはマンガに抵抗があるようでした。 

 

ポルノやエロス、暴力などが多過ぎると思われているようで、メディアでも施設でもまだこうした態度

は消えていません。それが現在の障害になっています。でも私たちは長い目で見る必要があります。 

 

私たちが今「マンガジア」でやっていることも今後、より多くの作品、より多くの資料で更新されてい

くことになるでしょう。この展覧会では、300 ページほどの原画を展示することになると思います。すべ

て日本のものではなく、他の多くの地域からのものもあり、このような展覧会は他にありません。自慢す

るわけではありませんが、この展覧会が特別なのは、日本が明らかに推進力となっているアジアのコミ

ックスという大きなランドスケープを人々に見てもらおうとしているところです。 

 

 

―

 

39 1998 年にブラー（Blur）のデーモン・アルバーン（Damon Albarn）とコミックアーティストのジェ

イミー・ヒューレットによって結成されたポップユニット。架空のアニメーションキャラクター4 人に

よるバンドとして音源が発表されているが、実際にはデーモンと様々なミュージシャンのコラボレーシ

ョンで楽曲は制作されている。 

40 イギリスのコミックアーティスト。代表作は映画化もされた『Tank Girl』、ゴリラズではキャラクタ

ーデザインなどビジュアル面を担当している。 
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テレビやラジオなどのメディアのカルチャー番組もいいと思います。そのような番組は残念ながら以

前より少なくなってきていますが、例えば、ラジオ 4（BBC Radio 4）41にはカルチャー番組があります。

繰り返しますが、メディアで誰かがマンガについて話すのは人々に影響を与え、流行を作り出す人にも

影響を与えるのです。大きな展示や大がかりなイベントだけでなく、別の次元でのプロモーションを助

けてくれるような影響力を持つ人たちを見つける必要があります。  

 

もちろん、国際交流基金42も良い仕事をしてくれています。現在、巡回映画プログラムを行い、その中

にはマンガを映画化した実写映画も含まれていて、とてもよく宣伝してくれています。他にも色々なこ

とができる文化的なスペースがあればいいですね。手の込んだ巨大な展覧会でなくてもいい。もちろん、

ロンドンや他の場所にあるジャパン・ハウスやアジア・ハウスなど、小規模なものでもかまいません。特

に日本に特化したところでなくてもいい。他の場所でもいいんです。本のフェスティバルもあって、エジ

ンバラのブック・フェスティバル（Edinburgh International Book Festival）43がある。ロンドン・ブック・

フェア（London Book Fair）44もとても重要な場所です。 

 

小さなミニツアーを企画して、ゲストアーティストがより多くの人々、より多くの聴衆にアプローチで

きるようにすることもできます。最大の、おそらくもうひとつの大きなフェスティバルは、コミックには

あまりオープンでないもののブックタウンとして有名なウェールズの小都市ヘイ・オン・ワイ（Hay-on-

Wye）で開かれているヘイフェスティバル（Hay Festival）45で、この海外バージョンが世界各地にあり

ます。少し前に何度か一緒に仕事をしたことがありますが、ちょっと閉鎖的な印象がありました。マンガ

やアニメの存在感をそこでも出していけるかどうか、努力する余地はあると思います。 

 

 

―

私が思うに、コミックスは世界的なメディアで、私たちはみんなもっと世界を意識する必要があるので

す。つまり、世界中にコミックスがあるので、私は果てしなくそれを勉強しているだけなんです。  

 

 

41 イギリス国営放送の持つラジオ局。 

42 外務省管轄下の独立行政法人。文化芸術交流、日本語教育支援、日本研究支援など国際文化交流事業

全般を行っている。 

43 1983 年からスコットランド、エジンバラでおこなわれている国際ブックフェア。開始当初は隔年開

催だったが、1997 年から年次開催になった。 

44 1971 年からイギリス、ロンドンで開催されている国際ブックフェア。 

45 1988 年からおこなわれているウェールズ、ヘイ・オン・ワイでおこなわれている文学と芸術をテー

マにしたフェスティバル。 
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―

おっしゃりたいことはよくわかります。すべてのマンガが『ドラゴンボール』や『ワンピース』のよう

に売れるわけではないので、出版社の中には、あまり売れていない作品を受け入れているところもあれ

ば、そうでないところもあるし、売れるのに時間がかかる作品もあります。例えば伊藤潤二46もそうかも

しれません。伊藤潤二はアメリカで大人気ですね。ある意味、日本国内よりも海外の方が人気はあるかも

しれません。  

 

若い人たちがアニメを通じてマンガに入り、シリーズを追っていくことは分かっていますが、当然なが

ら、彼らは年を取っていきます。『ワンピース』を読んでいた人は、10 歳の時に読み始めて、何年も何年

も経った後でも追いかけているかもしれません。卒業せずにずっとマンガを読み続けるのか否か。そう

いうことを調べている調査があるのかは知らないのですが。 

 

伊藤潤二の読者層は、例えば尾田栄一郎と比べて少し年齢層が高いと思うので、希望はあると思います

ね。彼がこれだけ成功しているのは、人々がより大人っぽい、より成熟した内容のストーリーを求めてい

ることを示しています。 もう 1 つ、少女マンガの存在感が薄いという問題です。少女マンガは、確かに

マンガ人気が盛り上がった初期の頃はその人気の原動力でした。 

 

アメリカでもイギリスでも、かつて少女向けのコミックスがあったのに、出版社がそのカテゴリーをご

っそり捨ててしまったんです。出版社は、女の子はコミックスを読むとは考えなかった。もちろん、バカ

バカしい話で、女の子はコミックスを読みますし、大好きです。少年マンガも読みます。今のところ少女

マンガの売上は、その点ではちょっと謎が多いと感じています。もちろん、高橋留美子もいて、彼女は少

年と少女のミックスと言えるかもしれません。  

 

そのあたりはもっと開拓してもいいんじゃないでしょうか。私自身は市場を魅了する作品がどんなも

のなのか、わかりません。フランスで売上がとても良い作品があってもイギリスではあまり人気がない

こともあるし。もちろん、「少年ジャンプ」は、男性読者と女性読者の相乗効果で、常に最も人気のあ

る作品となっています。私はいつも、こうした読者が別のジャンルに移動することを期待しているんで

す。  

 

ただし、移動の保証はありません。なぜならアメリカには、生涯「バットマン」しか読まないという人

がいて、その人たちに他のものを読ませるのは無理だということが分かっているからです。『マウス』47

 

46 日本のホラーマンガ家。1986 年、『富江』でデビュー。2001 年、Viz Media の雑誌「Pulp」で『う

ずまき』が連載され、アメリカに初紹介された。 

47 ユダヤ人作家アート・スピーゲルマン（Art Spiegelman）が両親の収容所体験を描いた作品。1992
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や『ペルセポリス』48やクリス・ウェア（Chris Ware）49の作品を見せても、理解できないでしょう。そ

の事実は受け入れなければなりません。もっとシリアスな小説を読んでいる人たち、本当はマンガを紹

介されなければならない人たちが、「私には合わない」と抵抗感を持つことも多いと思います。  

 

例えば『マウス』から読み始めて、「他に何があるんだろう」と思っている人に、何年もの間たくさん

出会ってきました。運が良ければ、その人たちは他にもたくさん読めるものがあることに気づく。イギリ

スにはグラフィックノベルの素晴らしい描き手がいます。BBC でテレビドラマ化された「ダークマテリ

アルズ」シリーズを書いたフィリップ・プルマン（Philip Pullman）50は有名な作家です。ゼイディー・

スミス（Zadie Smith）51も非常に有名な小説家です。他にもたくさんの人がいます。ミッシェル・フェ

イバー（Michel Faber）52も、非常に重要な作家です。 

 

本屋さんでマンガのコーナーがあるのはいいけれど、マンガのセクションに行かないと色々なマンガ

が見つからないという問題もあります。グラフィックノベルについても、理想的には書店の他のセクシ

ョンに陳列されるべきだという議論が長い間なされてきました。例えば、『マウス』はユダヤ人の歴史を

描いたものであり、ホロコーストの歴史を描いたものでもある。でも一般書の歴史のコーナーにはない。

だからといって、グラフィックノベルやマンガを歴史などの一般書のコーナーに置いてもらうのはとて

も難しいことなんです。  

 

それは、私たちがまだ完全に勝利していない戦いです。なぜなら、マンガやグラフィックノベルのコー

ナーに足を運ばない読者は、自分の好きなテーマやジャンル、たとえばホラージャンルの本を読みたい

と思い、買おうとしているからです。伊藤潤二の本が、スティーブン・キング（Stephen King）53やクラ

イブ・バーカー（Clive Barker）54などと一緒にホラーのセクションに並んでいないのはなぜなんでしょ

う。 

 

もし、伊藤潤二がグラフィックノベルやマンガではなくホラーのセクションに置いてもらえたら、グラ

フィックノベルやマンガのコーナーに足を踏み入れることのない観客全体に届く可能性があります。多

 

年にピュリッツァー賞を受賞している。 

48 イランからフランスに移住したマルジャン・サトラピ（Marjane Satrapi）が自身の少女時代を描い

たグラフィックノベル。2007 年、作者によってアニメーション映画化された。 

49 アメリカのコミック作家。ミニマルで文学的な物語とグラフィックデザイン的なアイディアにあふれ

た作風はきわめて評価が高く、多数のコミックス関連の賞を受賞している。 

50 イギリスの児童文学、ファンタジー作家。「ダークマテリアルズ」シリーズは日本でも翻訳が出版さ

れている（大久保寛訳、新潮社）。 

51 イギリスの小説家。デビュー作『ホワイトティース』をはじめ、翻訳作品も複数ある。 

52 英語で小説を発表するオランダ人作家。 

53 アメリカのホラー作家。ベストセラー作品を多数持ち、映画、ドラマなど映像化作品も多数ある。 

54 イギリスのホラー作家。自作の映画化をはじめ、映画監督としてのキャリアも持ち、コミックスの脚

本執筆もしている。 
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くの場合、マンガのコーナーはジャンル別に整理されていません。作家やタイトルの A から Z とか、他

には対象読者別に少年マンガと少女マンガで構成されているという感じです。あれでは棚の前で迷子に

なりますよ。あまりにもたくさん提供されているので、誰もがどれを買っていいかわからず、迷ってしま

うのだと思います。これは改善の余地があるところだと思います。  

 

もし、少数の超大作コミックスだけが素晴らしい売上高を示している時には、小さな売上高のタイトル

を売るのは難しいという事実が見えなくなってしまう、というご指摘は完全に理解できます。大ヒット

作に埋もれてしまう作品がどうしたらもっと評価されるようになるかは、常に課題です。  

 

マスコミも、ベストセラー以外は見向きもしない。他を見ようとしないのです。先に挙げた「ガーディ

アン」紙の記事は一面を飾っていますが、少し限定的で、何が本当に起こっているのか、より広い読者の

ためにどんな可能性が残っているのか、全体像を示していないと思いました。 

 

私は、日本でそうであるように、今後はイギリスでも年齢を重ねた人がマンガを読み続けるようになる

だろうと強く感じています。日本では 60 年代に市場が成熟していきました。ベビーブーム世代が子ども

向けのマンガを読みたがらなくなり、自分たちに合ったマンガを読みたがった。日本ではそこからずっ

と発展してきたのです。イギリスのグラフィックノベルの市場と結びつくのは、ある意味、既にマンガを

読んだことがある大人の読者にアプローチするひとつの方法だと思います。イギリスのグラフィックノ

ベルの市場は大きくはありませんが、成長している市場です。 

 

私はニール・ゲイマン（Neal Gaiman）55が好きで、『Sandman』も好きなんですが、これはファンタ

ジーの物語であると同時に、非常に洗練された、文学的で哲学的な作品でもあり、TV シリーズにもなっ

ています。『Sandman』は 10 巻だけなので、この作品を読んだ人は他に何があるんだろうと考えて、伊

藤潤二を見つけるかもしれないし、マンガの中で同じような喜びを与えてくれる他の作品を見つけるか

もしれない。 

 

 

―

手塚作品は、明らかに高く評価されています。『ブッダ』の豪華版全 9 巻がイギリスで出ていますね。

手塚は今でも絶賛されていますし、そういう意味では亡くなって随分経つ今でも、ある程度の知名度を

持つ人だと思います。ただ問題は、作品が古いので現代のマンガのスタイルに慣れていると、それほど簡

単には受け入れられないかもしれません。他にはよりアーティスティックなマンガが重要で、例えばつ

げ義春ですね。 

 

つげの本はイギリスでも出版されていますし、つげのような作品の本が最近いくつか出ました。私はち

 

55 イギリスの小説家、コミックスライター、放送作家。1989 年に刊行を開始した『サンドマン』で高

い評価を受け、以降 SF、ファンタジー分野の作家として成功した。 
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ょうど、つげ忠男56の『Boat Life』を読んだところです。この作品は釣りが出てくるので、釣りが好きな

人はこの作品の読者になるかもしれない。こういうタイプの作品はそのほとんどがニッチな読者しか得

られませんが、比較的専門的なテーマを読みたい読者に響くマンガがあるかもしれません。例えば、食べ

物とか音楽とか……。違うタイプの読者層にどのようにアプローチするかは、書店の大きなマンガの棚

を前にすると、簡単なことではないかもしれませんが。 

 

 

 

 

56 日本のマンガ家。兄、つげ義春の影響からマンガを描き始め、文学的な作品を発表し続ける。 
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リート主義的とも言える批評家で、辰巳やつげ義春4のような文学的作品を重要と考えて作品を評価し真

面目に扱う新聞やウエブサイトでレヴューが書かれたりします。それ自体は素晴らしいことです。 

 

その他、私の学生たちのように人気マンガを読んでいる若者たちは、ファンサイトやディスカッショ

ン・グループや SNS など、インターネットを通して評価しています。私はその世界については詳しくあ

りませんが、そうやってオンラインで『ワンピース』や『ドラゴンボール』といった作品について、口コ

ミで広がり、作品が語られています。 

 

つまり２つのレベルでの評価がある、ということです。その他にも、マンガにとって重要な要素があっ

て、それは SF です。イギリスやアメリカのコミックスはその多くが SF ジャンルの作品であり、スーパ

ーヒーロー作品も SF として始まりました。マンガがイギリスで 80 年代や 90 年代に正規でどんどん翻

訳出版され始めた時も、人気だったのは『AKIRA』であり、『攻殻機動隊』であって、SF 文化と大きく関

係していました。文学的なマンガ、商業的なマンガという枠組みで見るだけでなく SF という要素も重要

であり、評価軸に加えていいかもしれません。 

 

学生の興味の方向性を見ていると、マンガの多様なあり方にも惹かれているようです。LGBTQ の登場

人物が出てくる物語や、アイデンティティの問題を扱っているものもあります。私の学生の説明による

と、マイノリティを扱ったマンガはアメリカのコミックスよりもその問題をよりセンシティブに扱って

いるように見えるそうです。その多様性ゆえに自分たち読者が親近感を覚えると言っていました。 

 

面白いのは、日本とイギリスで作品の評価が異なるところです。例えば、私のよく知る例だと、辰巳ヨ

シヒロは欧米でとても高い評価を受けていますが、現在の日本では有名マンガ家と言えるかどうか。私

が日本の大阪に行った時、好きなマンガ家を問われて「辰巳ヨシヒロとつげ義春」と言ったら、辰巳のこ

とを誰も知りませんでした。 

 

何人かのマンガ家についてはイギリスでも多くの言葉が費やされ、高く評価されています。『AKIRA』

や『はだしのゲン』を例に挙げると、たくさんの批評家が「絵や物語が素晴らしい」と言います。でも多

くの場合、批評家は最初の数巻しか読んでいないのです。日本のマンガは長いので批評家によってはち

ゃんと読まず、その批評がかなり偏っている場合がある。私はそれを問題だと感じています。 

 

数年前にフランスのアングレーム5で高橋留美子と鳥山明が賞をとりました。もちろん、フランス、ベ

ルギー、ドイツ、イギリス等々はそれぞれ文化が違い、ある国で人気がある作品が他の国でも評価される

とは限りませんが、フランスでのマンガ市場はとても大きな市場になっているという点でも大変興味深

く、その市場の他のヨーロッパ諸国への影響も大きいですね。 

 

 

4 Matthieu Pinon インタビュー、註 9 参照 

5 Didier Pasamonik インタビュー、註 19 参照 
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例えば、つげ義春のような作家はアート・スピーゲルマン（Art Spiegelman）9の創刊した雑誌『RAW』

10に作品が掲載されましたが、そのせいである特定の枠の中でつげの作品は評価されるようになりました。

その雑誌はまさにエリート主義的批評家が好む自由な雑誌でした。80 年代の雑誌ですが、今でも影響力

があります。『RAW』では、ヨーロッパのアヴァンギャルドなアート志向の作品や 1930 年代のアメリカ

のコミックストリップの隣につげの作品が並んでいたわけで、それはとても興味深いことであると同時

に、つげの作品に対してもそういう視点を与えたと思います。 

 

作品がどのように発表されているかという点も、評価のされ方にとって大きな問題です。私は『はだし

のゲン』について記事を書きたいのですが、この作品は 70 年代に少年誌で連載が開始され、作品に並ん

で第二次世界大戦で使われた戦闘機の玩具の広告が掲載されていました。『はだしのゲン』はある意味、

少年向けの冒険譚であり、広島におけるとてもとても辛い経験の物語でもある。その両方です。最初にア

メリカで翻訳された時は、反戦を掲げる活動家たちによって出版され、出版の中心人物たちは皆ヒッピ

ーでした。この作品は後になってグラフィックノベル、または文学的コミックスと見なされるようにな

りましたが、アメリカでは当初活動家のためのマンガとして見なされていたのです。この作品はある意

味特異な読者を獲得し、独特な地位を得ています。 

 

ヨーロッパの作品や他の国の作品をどう評価しているのか、どういう基準で評価しているのかはもっ

と考えなくてはいけませんね。その問いの背後には、異文化への理解、そして誤解があると思います。私

はイギリスにおける日本文化全般に対する評価に疑問を持っています。すべてが誤解だと思っているわ

けではないのですが、例えばマンガを理解するためには、日本文化それ自体も同時に研究していなけれ

ばとは思うんです。 

 

確かに若者はマンガが好きで、その多様性を気に入っていると思いますが、だからといって日本文化に

詳しいわけではありません。そしてアメリカのスーパーヒーローのコミックスや映画も世界中で愛され

ているからといって、誰もがアメリカの文化に詳しいわけではありません。 

 

私は昔ほどではありませんが、今でもアメリカのコミックスも読んでいます。少し話題から外れます

が、日本のマンガではストーリーの最初と中間と終わりがハッキリして、流れがあります。読んでいて、

自分がストーリーのどこにいるのか、おおよそわかります。そしてその作品の創造性はひとりの作家と

 

9 アメリカのコミックス作家。60 年代からファンジンなどで創作活動をはじめた。70 年代にはアンダ

ーグラウンド・コミックスで注目され、1980 年に『RAW』を創刊。同誌で連載された『MAUS』で

1992 年にピュリッツァー賞を受賞している。 

10 1980 年から 1986 年まで RAW Books、1989 年から 1991 年まで Penguin Books で刊行されていた

アメリカのオルタナティブコミックス誌。アンダーグラウンド・コミックスの作家、アート・スピーゲ

ルマンとデザイナー、編集者のフランソワ・モウリー（Françoise Mouly）が編集し、以降のオルタナ

ティブコミックスのトレンドをかたちづくった。 
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価されていると思います。 

 

ただし、それらはやはりどちらかといえばニッチな作品で、エリート主義的な評価を受けています。た

だ、アメリカの作品で 10 代向けの『SMILE』16のようにアメリカでもイギリスでも商業的に成功してい

る上に評価の高い作品もあります。ただ、申し訳ありませんが、このジャンルに私は詳しくありません。

でも「ハリー・ポッター」以降、小説でもコミックスでも 10 代向けがジャンルとして盛り上がってきた

と感じています。そういえば『ハートストッパー（Heartstopper）』17という作品も若者に人気ですね。  

 

 

―

つげ義春や辰巳ヨシヒロは、グラフィックノベルとして扱われていると思いますが、『ドラゴンボール』

はどうでしょうか。10 代の読者は文学的作品には恐らく興味を持ちませんし、グラフィックノベルとマ

ンガは少し違う市場なのだと思います。 

 

マンガは女性読者が多いことで知られていますが、90 年代に『うる星やつら』が凄く人気で、男女を

問わずこの作品は読まれていました。その頃が「クール・ジャパン」の頂点だったとは思います。 

 

 

―

私の個人的な趣味として、自伝作品を読むのを楽しんでいます。それから最近はフランスの作家タルデ

ィ（Jacques Tardi）18の作品を評価しています。日本のマンガ家の多くや、アメリカのアーティストやラ

イターと違って、本当にひとりで作品を創作している作家です。それから先ほども挙げた『Kent State: 

Four Dead in Ohio』などですね。それからたくさんのコメディ・ブックとか……。 

 

 

―

グラフィックノベルの中でも笑いを中心にした作品で、私は今『Crisis Zone』19を気に入っています。

 

（Derf Backderf）によるグラフィックノベル（Abrams Comic Arts,、2020）。 

16 アメリカのコミックス作家、レイナ・テルゲマイヤー（Raina Telgemeier）による少女向けグラフィ

ックノベル（Scholastic Inc., 2010）。 

17 アリス・オスマン（Alice Oseman）作のウェブコミックス。2016 年にウェブで発表され、2018 年

に Hachette の児童書部門からプリント版が発売された。ドラマ化もされ、邦訳も出ている。 

18 フランスのコミックス作家。戦争をテーマにしたシリアスな作品を描く作家。『塹壕の戦争』（藤原貞

朗訳、共和国、2016）、『汚れた戦争』（藤原貞朗訳、共和国、2016）の翻訳がある。 

19 2021 年に刊行されたオーストラリアのコミックス作家、サイモン・ハンセルマン（Simon 

Hanselmann）のコミックスシリーズ「Megg, Mogg, and Owl」シリーズの一冊。 
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歴史は再解釈されて、書き直されていきます。白人以外の人々や様々なセクシュアリティの人々と共に

あらたな歴史を書く。それはコミックスにも繋がっています。私が 90 年代に書いたようなコミックスに

ついての本は、私も含めて今はもう誰も書こうとしないでしょう。あれは博物館に保存されたあの時期

のスナップショットのようなものなんです。  

 

今、人々は力のある女性たちや同性愛の人々がいる物語を 30 年代、40 年代、50 年代に遡って探して

います。それは今までとは違う歴史を形作る物語になります。そしてとても興味深い物語になるでしょ

う。ロバート・クラムはその歴史の中心にはもういないかもしれない。そしてクラムではなく他の作家た

ちのほうがその物語にとっては重要になるのです。 

 

先ほど『うる星やつら』の話が出ましたが、この作品の中には性的に流動的な登場人物が出てきます。

するとこの作品はそのような視点で書き直された歴史の中においても重要な作品になり、その価値はさ

らに高まっていると考えることができます。逆に例えば、『ゴルゴ 13』などは現在のナラティブにはもう

フィットしないかもしれません。たとえ『AKIRA』でも、今後そのアグレッシヴさなどが否定的に見られ

るかもしれず、どの作品も以前とは同じ価値判断ではもう計れないのです。  

 

 

―

他にも時代毎に新しく出てくる社会的課題に沿って、近年評価が上がった作品もあると思いますよ。ち

ょっと今思いつきませんが、何かありますか？ 

 

 

―

そうですね。でもＢＬは西洋から見たら誤解を生むかもしれない。ＢＬ作品を見て「日本は同性愛に対

してとてもリベラルだ」と感じる人もいます。でも私たちイギリスや世界の他の国々の人々と同じよう

に、日本も同性愛に対する偏見の呪縛から完全には解放されてはいないですよね。 

 

 

―

もちろんです。展示は新たなマンガ読者を生んだと思います。大英博物館の展示は大変成功しました

し、多くの若者が博物館を訪れました。知識豊富なキューレーターが担当し、展示は多角的にマンガ文化

をとらえていました。ただ、文化を紹介する時には、そのエキゾティックさを強調する危険は常にありま

す。それは例えば、イギリスで今人気の韓国の大衆文化を紹介する時でも同様です。 
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への理解はなかなか難しいですね。 
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素晴らしい友人であるロバート・クラム2と『Arches』を見ていた時に、彼は「私たちは狭い世界から

抜け出して、もっと多くのファンに批評を届けるべきだ。一般的なカジュアルなジョークに目を向けて

はいけない、それが明らかに英語でのマンガのライセンス(*筆者注：おそらくマンガ翻訳のこと)に影響

を及ぼしている」と話しました。 

 

私たちは第二層のファンなのです。幅広い商業主義のアニメジャーナリズムを批判する立場です。英語

のオンラインネットワークのウェブサイトはそこそこ影響力があり、友人たちに批評を届けることが出

来ました。 

私の考えるジャーナリストとは広い視点で活動することで、専門家になることに時間を費やす人とは

また異なります。プロのジャーナリストの中には、編集者に頼まれてアニメ・マンガの批評をするように

なった人もいます。「新海監督の新作は素晴らしい！」と書くような仕事が舞い込んでくるからです。そ

して『となりのトトロ』のミュージカル3を観に行って批評したりします。 

私のようなウェブサイトでアニメについて専門に書くジャーナリストは、その週のアニメの背景を語

ったりします。それはプレビューといったもののおかげです。ただそれらをより深く掘り下げたりする

時間はありません。 

 

そして、第三層はアカデミックな人たちです。私は素晴らしく興味深く、非常にチャレンジングだと考

えている人たちです。素晴らしい独立研究者がいます。 

ここで私が言う「独立」とは、大学のために働かず、給料ももらわず、独立して学問を学び、同時に私

のように本を書いている人のことです。 

例えば英語圏の独立研究者としてエリカ・フリードマン4を挙げることが出来るでしょう。彼女はどこ

の大学でも教授職に就くことができるはずですが、彼女は別の道を選んでいます。彼女は働き方や自身

の興味、生活に従って作家と研究者であることを選び、本を出版することを選んでいます。今日、私たち

には非常に多くの興味深い成果が残されています。 

 

多くのアニメサイトがある一方で、学術研究者の人たちがいますが、レイナ・デニソン5先生はとても

 

2 Roger Sabin インタビュー、註 21 を参照。 

3 2022 年 10 月から 2023 年 1 月にかけて、イギリス・ロンドンのバービカン劇場で上演されたミュー

ジカル。作曲家の久石譲がエグゼクティブ・プロデューサーを務め、ロイヤル・シェイクスピア・カン

パニーと日本テレビが共同製作した。 

4 2000 年に、日本のアニメやマンガにおけるレズビアン（「百合」とも呼ばれる）表現のファンたちを

集めるためのオンラインコミュニティ「アニレズボコン」を立ち上げた（2001 年に「ユリコン」に改

称）。2003 年にはユリコンの出版部門としてＡＬＣ出版を立ち上げた。2020 年には池田理代子の『ベ

ルサイユのばら』の英訳版を編集した。単著に By Your Side: The First 100 Years of Yuri Anime and 

Manga（Journey Press. 2022）など。（https://ericalfriedman.com/） 

5 ブリストル大学教授。単著に Studio Ghibli: An Industrial History（Palgrave Macmillan. 2023）な

ど。詳細は Rayna Denison インタビューを参照。 
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素晴らしく、尊敬しています。彼女はとても厳格で冒険的で、学術的な知識をものすごく持っています。

彼女はまったく新しいものを爆発的に生み出すことを考え、アカデミックの外からの論文を検討するこ

とも厭わないからです。価値を見出すことができます。彼女は学問に興味を持つ人が増えている中で卓

越した若い学者で、とても評判の良い本を書いています。 

マーク・エルスドン博士はルネッサンスの歴史家で、私の古い友人でもある偉大な人物です。彼の本業

は宇宙物理学者であり、特に力学の研究者でもあります。彼こそが全ての始まりで、そこから強固なファ

ミリーが生まれました。というのも、昔はイギリスやアメリカには、アニメやマンガを専門にする学問は

なかったからです。 

 

 

―

オーストラリアでは、アカデミックな分野が台頭し始めています。出版されたものもいくつかあります

が、傲慢に聞こえるかもしれませんが、英語テキストの主流からはオーストラリアは遠い存在です。 

オーストラリアの大学でキャリアを積んでいる人々のアカデミアは、例えば南米のアカデミアが英語

の雑誌に広がっていないのと同じようなものかもしれません。しかし彼らには本当に興味深いファンの

歴史があります。英語ジャーナルにそれらを投稿することで、より多くのオーストラリアの学術関係者

は知ってもらうことができます。 

 

アニメを読み、消費するアカデミックとファンダムの人口は、数十万人程度と非常に大規模です。彼ら

は『ポケモン』を見てそれらに夢中になり、そして彼らは成長すると『ポケモン』から卒業します。そし

て 11 歳ぐらいになると『ナルト』か、あるいは『キルラキル』のような作品を見つけて、それに夢中に

なるのです。そして、子供の作品を読み続けます。普通は 3～5 年でドロップアウトする(筆者注：アニメ

やマンガを見なくなる)のですが、今ではそこに多くのアニメファンがいます。 

彼らはアニメイベントに子供を連れて行ったり、私のように 40 年、50 年もアニメに関わる歴史があ

りますが、それでも少数派で英語圏のジャーナリストレベルでは 2000～3000 人程度でしょうか。 

 

アニメ分野のジャーナリストの多くは、アニメやマンガでのジャーナリズムについては比較的短いキ

ャリアしか持っていません。アニメ・ニューズ・ネットワーク6のリンジー・ラブリッジには、私は長年

にわたってアクティブなイメージを持っています。彼女は素晴らしく、本当に興味深い人です。 

また多くのアニメジャーナリストが、ゲーム業界へ転身しています。私の知っている有望な若手アニメ

ジャーナリストは、自分の人生とジャーナリズムの指針に合うという理由で、ウェディングプランニン

グのサービスを始めることにしました。そして、彼女は結婚しました。彼女は、非常に良いビジネスをし

てとても幸せな人生を送っています。 

 

6 北米のアニメニュースサイト。日本のアニメやマンガに関するニュースを英語で配信するほか、作品

データベースなども運営している。1998 年に設立されたが、2022 年に KADOKAWA が全事業を買収す

る方針であることを発表している（「KADOKAWA 北米の大手アニメ情報サイトの事業買収へ 英語圏ビ

ジネス強化」http://animationbusiness.info/archives/13762 （2023 年 3 月 17 日最終アクセス））。 
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日本の作品では『キャンディ・キャンディ』16が、70 年代半ばと非常に早い時期に翻訳されています。

私はフランスでマンガを買って、それを読んでいました。 

彼らは狂ったようにそれらを宣伝し、大きな話題となりました。そして私が関わった映画やシリーズは

かなりの成功を収めました。 

しかし『AKIRA』には問題点があり、それはあまりにも完璧だったことです。『AKIRA』の後では、各

社にとってはどんな監督の作品も十分ではありませんでした。『攻殻機動隊』が出て来るまで、多くの人

にとって日本アニメは『AKIRA』のようなものでした。 

多くの人はコメディが好きで、関心を持っていました。一方でロボットもののシリーズがいくつか放送

され認知されていました。『攻殻機動隊』はとても素晴らしく、とても現代的なこの宇宙でロボットが活

躍するファンタジーでした。 

 

 

―

アニメはもういい、もう十分という声が聞こえてきそうですが、ではなぜ誰も『ベルサイユのばら』を

上映しないのでしょうか？ 私のようにそれを見て育った女の子がいるはずです。そういうのをもっと

見たいですね。なぜ誰もそのビデオを持っていないのでしょう。 

『ベルサイユのばら』の 1～3 巻をきちんと素晴らしい英語翻訳をすれば、英語を学びたい日本人がそ

れで英語を勉強できるのではないでしょうか。 

私はフランス革命の基本的なお話を知っています。フランス人はフランス革命のことをきちんと知っ

ていると言いますが、彼らは『ベルサイユのばら』を読んでいるからです。 

私たちには見てみたいと思うクラシック作品がいくつもあります。それはアメリカでもイギリスでも

人気なのです。私たちは映画が好きで、映画ファンは映画好きです。私たちはたくさんのそうしたアニメ

を映画祭で上映しています。 

 

日本の歴史もので武術映画はとても人気があります。そうした題材のマンガはまずアメリカで発売さ

れ、やがてイギリスにも広がりました。それはニッチな市場を形成しています。そうした作品は、必ずし

も誰にとっても同じように魅力的な作品というわけではないのです。 

私はアメリカにいる時に、アメリカで刊行された『クライングフリーマン』17に非常に惹かれました。

私は彼(＊筆者注：『クライングフリーマン』の作者の池上僚一氏と思われる)のアートワークが大好きで、

私は米国版から何冊かの権利を獲得しました。 

その購入にはマーケットのいい反応がありませんでしたが、全然問題ありません。試してみる価値はあ

るはずです。読者のために働いていると理解することが重要で、それはどんな仕事をしている時でも念

 

16 水木杏子（原作）、いがらしゆみこ（作画）による日本のマンガ作品。1975 年から 1979 年まで『な

かよし』（講談社）で連載された。1976 年から 1979 年にかけて、テレビアニメ版が制作・放送され

た。 

17 池田一夫（原作）、池上遼一（作画）による日本のマンガ作品。1986 年から 1988 年まで『ビッグコ

ミックスピリッツ』（小学館）で連載された。 
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頭に置いています。ただビジネスにおいては、『クライングフリーマンを』を好きな 10 代の男の子たち

はいなかったのです。 

 

テレビ業界は世界的に見て重度の商業主義です。歴史的に見ても、ここ 15 年間の少年向け大ヒットテ

レビ番組は全て同じに見えます。それぞれのスタイルやタイトルは 3 年前にお兄ちゃんたちが見た番組

とは名前も違いますが、同じ番組で、同じ物語なのです。 

子どもたちは大抵、自分たちのお父さんが見ていた番組は求めません。お兄さんが見ていた番組も欲し

がりません。もっと新しいものを求めます。一方で彼らは『ドラゴンボール』が好きで『ナルト』を見て

います。 

彼らには所有感が必要なのです。最高の番組は、年上の人や他の人に向けて話すものでなく、自分たち

だけに向けて話すものなのだと思います。私はそれこそが、あらゆる番組が存在する理由であると思っ

ています。 

もし作品が長く続くクラシックの地位を築かなければ、若い子どもたちから視聴されることはないで

しょう。ただ私はそう(＊筆者注：作品が忘れ去られることが)あってはならないと思っています。 

私は彼らに注意喚起するような、影響力を持ってはいません。もし彼らが大人になった時に、私のよう

に年を重ねた時にもアニメやマンガとずっと共にあるなら、『キルラキル』のような作品が必要でしょう。

私は『キルラキル』が大好きで、『キルラキル』に巨大ロボットものを超えたしっかりしたテクニックが

存在します。私はそれが奇想天外な少年の番組だと思っています。それはいつでもキャラクターたちが

現実の世界で生きているように見えるのです。 

 

ジャーナリストや研究者として長い間、執筆してきた人は、作品に関するあらゆることを読み、作品を

賞賛するなかで、好き嫌いなく作品を理解できるようになります。それに気づいた時に何かに光を当て

称賛をすることに身を投じることが大事なのだという心境に初めて到達できるのだと思います。 

 

 

―

アニメには人気の波があります。ビデオレーベルが作られ、いまでは活動を停止しました。大学や専門

学校でアニメ雑誌が創刊され、やがて人々はそこから離れていきました。イギリスでも 90 年代に生まれ

たアニメコンベンションがそれらに取って替わり、いまも長く続いています。 

アニメがメディアやミックスにおけるマーケットリーダーであり続けるとは限りません。それはマー

ベル映画18が映画業界のマーケットリーダーであり続けるとは限らないのと同じようなものです。ただ私

は今アニメが非常に確立した地位を築いていると思っています。 

いくつもの特別なアニメがいまでもセンセーションを巻き起こし、アニメは文化の一部となっていま

す。それはブロードバンドの普及で、アニメが世界中に受け入れられるようになったからです。文化が誰

にでもアクセスできるものである限り、私たちは互いに文化を共有することができます。私たちの時代

 

18 マーベル・コミックの作品を原作とする映画。『スパイダーマン』（2002 年。サム・ライミ監督）、

『アイアンマン』（2008 年。ジョン・ファヴロー監督）など。 
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は、アニメになかなかアクセスできませんでしたから。 

いまは 3 歳の子どもが家で家族向けのサービスとしてアニメを視聴出来ますし、それはたいしてお金

もかかりません。とても満足のいく環境でアニメを観ることができます。 

地上波テレビでアニメが自由に見られるようになれば、アニメは、その面白いストーリーや素晴らしい

ビジュアルによって、これからも文化の一部であり続けるでしょう。それは、マンガにも同じように言え

ます。もっと気軽に読めるマンガが増えればカルチャーの一部になりますし、実際にそうなりつつあり

ます。 

 

3 週間前、西ロンドンのチズウィック・ハイロードを歩いていて、ウォーターストーンズ19の前を通り

かかりました。ウィンドウには毎日毎日新しいマンガが掲げられます。私はちょうどそこに立ちながら、

1990 年のことを思い出しました。かつてメインストリームであった本屋は息も絶え絶えでした。 

日本人がアメリカンスタイルのカートゥーンから影響を受けて日本のスタイルが生み出したのは素晴

らしいことです。戦後の占領期に日本のアーティストは独自のスタイルを確立し、さまざまなスタイル

が融合していきました。現在これらはアメリカや中国、フランス、イタリア、スペインなどで販売され、

子どもたちがこれ求めています。 

 

ひとつの可能性として、私たちは中国人と一緒に新しいアニメ産業を作ることができるかもしれませ

ん。中国では文化革命(それは歴史的な不幸なのですが)が文化を一掃してしまいましたが、いま中国には

素晴らしいアニメがあります。 

多くの中国人が想像を超える進歩を遂げています。アニメを足がかりに、中国やマレーシアのアニメー

ション産業を盛り上げることができればいいのですが。それはまだとても小さいのですが、とてもたく

さんあります。それらの作品は非常に(日本の)アニメスタイルなのです。 

いまマレーシアでは若者が定期的にコミックを消費するようになる可能性に気づき始めています。マ

レーシアの若者はマンガやアニメから学ぶことが多いので、マレーシアのスタイルをアニメと融合させ

ることができるでしょう。 

 

フランスの(日本)マンガ産業は、フランスのコミック産業と肩を並べるぐらいの規模があります。文化

的に弾力性のあるこうした国で最終的に何が起きるかです。他の文化を取り入れることがきっと強みに

なっていくはずです。 

アニメ産業は、いわば模倣産業です。フランスやイタリアのアニメは日本のアニメやマンガを模倣して

踏み台にしていくでしょう。日本のアニメやマンガ産業は、アメリカ文化が氾濫するなかで 1985 年頃か

ら日本というアイデンティティを離れていきました。それと同じように世界中で日本のアニメやマンガ

スタイルがリスペクトされ、取り入れられていくでしょう。 

私は日本の若い人たちには、自分たちのやり方をさらに発展し、自分たちのユニークさを発揮していく

ことを勧めます。そして自身の文化と日本を理解することです。その先には本当に前向きな道が開けて

いると思います。 

 

19 Paul Gravett インタビュー、註 27 を参照。 
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私はディズニーが大好きなので、こんなことを言うのは申し訳ないのですが、ディズニーがすべてを買

い取ってしまうと主張するのは本当に悪い考えです。もし私たちが世界中のアニメーションやコミック

の多様な文化を強く維持していけるなら、ディズニーもエコシステムの一部となり、それは産業にとっ

てもポジティブなはずです。 

人によってはディズニーを非常に集中力のある会社だと言うでしょう。確かにディズニーはディズニ

ーの価値観が他のすべてに勝てるようにすることに重点を置いていますし、パワフルな影響力は絶大で

す。そして非常に知的な人たちが子どもたちをターゲットにマーケティングしています。 

あなたがもしディズニーのファンで、家に何か眠らせているディズニーグッズがあるとすればとても

納得します。誰でもモノを集めたがりますが、子どもたちもおそらくそうで、彼らはきっと何かを好きに

なるでしょう。ディズニーのスウェットを買えば、家族全員がディズニーに投資することができるので、

とても賢いですね。 

同時に多くの日本企業が、人気アニメやマンガのキャラクターを扱っています。私のアメリカの友人

は、なぜ大人の私がいくつものランチボックスを持っているのか理解できません。小学校の頃なら笑顔

を浮かべていたと思うと本当に残念でなりません。 

 

今日は大きな学びとなりました。あなたが私を招待してくれたことを非常に光栄に感じます。私は本当

にアニメやマンガについて話をするのが大好きなのです。次は東京で業界レポート読んでみたいです。

本当にありがとうございます。 
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―

宮崎駿監督の(劇場映画)作品の扱いは、テレビアニメと違っていました。当時はアンドリュー・カート

リッジが経営するとても良いアニメ配給会社がイギリスにありました。今は会社の名前を思い出せない

のですが。彼らは沢山の日本アニメを扱い、特に映画分野でアニメについて大きな仕事を残しました。 

しかしスタジオジブリについては他と違いました。ヨーロッパのアート系の映画配給会社の一つであ

るスタジオカナル(Studio Canal)3がヨーロッパで作品紹介をしていました。彼らはフランスの会社なの

ですがイギリスにも進出していて、スタジオジブリ(のイギリスでのライセンス)は非常に彼らが所有して

いました。 

ディズニーはスタジオジブリ作品の権利を取得するためにスタジオカナルと話し合いました。アメリ

カにとってイギリスはセカンダリー市場で、アメリカ圏の市場と見なしていたからです(*筆者注：1996

年から 2011 年までスタジオジブリの北米ライセンスはディズニーが保有していた)。 

 

 

―

2011 年から 2012 年頃にかけて、私は学会で記事を書きました。当時のアニメファンがどのようにア

ニメの字幕を作っていたかについてです(*筆者注：2000 年代以前はファンが作品に独自に翻訳をつけた

「ファンサブ」と呼ばれる映像がビデオカセットやネットで多く利用されていた) 。2013 年から 14 年

にかけてそうしたファンのなかからクランチロール(Crunchyroll)4  のような正規ライセンスを扱う会社

が誕生しました。いまやイギリスにはクランチロール UK も存在しています。 

クランチロールとファニメーション(Funimation)5の競争についてですが、私はイギリスではファニメ

ーションの存在をあまり感じませんでしたが、それでも私の知る限りではファニメーションはとても人

気がありました。 

そしてクランチロールはアニメを視聴するためのツールとして、いまでは過去 10 年間でイギリスにお

いて最も重要なものになりました。私はクランチロールがこれまでやってきたように、今後も世界中で

さらに多くの小さな動画配信プラットフォームを買収していくのかに興味を持っています。 

(*筆者注：会話中に言及はないがこの話は近年、クランチロールがライバル会社のファニメーションと経

営統合した事実に基づいているとみられる) 

 

3 1986 年に「カナルプラス・プロダクション（Canal+ Production）」として設立された、フランスの

映画制作・配給会社。 

4 アメリカ合衆国のアニメ等配信サービス。2006 年の立ち上げ当初はファンたちによるアニメ投稿サイ

トであったが、2008 年からはアニメ会社やテレビ局等と正式に提携している。2021 年にはソニー・ピ

クチャーズ・エンタテインメントに買収された。2022 年にはファニメーションと統合された。 

5 1994 年に設立されたアメリカ合衆国のアニメ配給事業会社。2017 年にソニー・ピクチャーズ・エン

タテインメントに買収された。2022 年にはクランチロールと統合され、「クランチロール

（Crunchyroll, LLC）」となった。 
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―

アニメの歴史はさまざまな文脈で語られるようになり、アニメについての学術の研究者がいまは多く

います。昔はそうしたことはなく、私の最初の学位は日本語学です。その後オックスフォードで博士号を

取得しました。15 年前、20 年前はこうした私のようなルートが一般的でしたが、今は語学を通じること

なくアニメの研究に入ってくる人がいます。現在、私はメディア学部(映画・テレビ学部)でアニメーショ

ンについてアニメとマンガについて研究して、教えています。 

 私たちのような学問は本当に歓迎されているのか？ と考えたりします。アニメはフィールドを広げれ

ば広げるほど、新しいアプローチや歴史の文脈がより多様になると思います。ものすごい勢いでアニメ

を研究対象にする人たちの姿を見るのは、本当にわくわくするものです。私はアニメ研究をするように

なった人たちがどのように使命を持って働いているのか、どんな研究を組み合わせていくのかを見るの

がとても楽しみです。 

 私たちの次世代は、私たちよりもっとバラエティに富んだ研究をしているかもしれません。ただ日本

以外の国でアニメ研究において修士号を取得できるほど、アニメが必要な研究分野の全体をサポートで

きるほどコミュニティとして大きな存在になるとは限りません。出来れば早くそうなって欲しいと願っ

ています。 

私は来年(2023 年)に、ブリストル大学で同僚と一緒にアニメ研究ユニットを立ち上げる予定なので、

とても楽しみです。それは学部の単位の一部になるはずです。来年から始まるので、とても楽しみです。

北米ではアニメの学位取得コースは人気がありますね。 

 

 

―

アニメやマンガでは、2 つの大きな展覧会が関心を集めました。ひとつはロサンゼルスのアカデミー映

画博物館9が開催した宮崎駿の企画展です(＊筆者注：2021 年 9 月から 22 年 6 月まで博物館のオープニ

ングを飾った) 。私も本当に行きたかったのですが、行くことが出来ませんでした。ただ展覧会のカタロ

グは博物館のオンラインショップで買うことが出来ました。私はブリストルでコーヒーが飲みながら、

インターネットですぐに購入しました。 

もうひとつは大英博物館で開催されたマンガ展「The Citi exhibition Manga」10です。博物館学で最も

コネクションのある一人であるニコル・クーリッジ・ルーマニエール11が監修した展覧会でした。彼女は

マンガに対する純粋な愛を持っています。彼女はその企画を本当に熱望していて、それを実現しました。

展覧会には小さな子どもからファミリーまでが訪れました。企画展でマンガの全部をカバーすることは

 

9 2021 年にアメリカ・ロサンゼルスにオープンした映画専門の博物館。 

10 2019 年５月 23 日～８月 26 日に、イギリス・ロンドンの大英博物館、セインズベリー・ギャラリー

にて開催された。 

11 セインズベリー日本藝術研究所研究担当所長、イースト・アングリア大学教授（日本文化美術）。 
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本当に難しいことなのですが、アニメとは別の文脈でマンガを具体的に語るのはいい仕事だったと思い

ます。 

 

私はあなたがたに今日話したようなことに興味に持ってもらえて感謝しています。私はいまメディア

ミックスにおける権利について調べようと思っています。それがとても重要なのではないかと考えてい

ます。アニメ業界を動かしているのは、コンテンツなのですから。そうしたことをまた伝えられるといい

ですね。 
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に『バケモノの子』3が入ったことが大きかったです。アニメーション作品がこの映画祭のメインコンペ

に入ったのは、『バケモノの子』が最初だったと思います。 

本当であればみんなカンヌを目指すものなのですけれども、『バケモノの子』はもう少し大衆的で一般

向けの映画だったのでカンヌ向きではないと考えたことで、他の路線を狙わなくてはいけなかったので

す。また映画祭では作品に関連したテーマの内容や知名度がある監督が選ばれますが、細田監督はまだ

その頃はそこまでの名前が知られていませんでしたから、サンセバスチャンを狙いました。 

なぜサンセバスチャンかについては、カンヌ国際映画祭の選考委員の人たちがサンセバスチャンのセ

レクションをすごく注目して、きちんと見ているからです。そこで上映された作品をいい映画だと考え

るからです。ですからサンセバスチャンに行ってから、その後にいわゆる三大国際映画祭を目指しまし

た。 

 

 

―

実は細田監督のことをすごく前から知っていたわけではなかったんです。けれども友人が「『おおかみ

こどもの雨と雪』という素晴らしい映画があるよ」と教えてくれました。この映画を観た時に素晴らしく

感動しました。私にも兄弟がひとりいるのですけども、兄のほうはオオカミ的な生き方をして、自分は人

間的な生き方をしている。自分の兄弟と照らし合わせながらとても感動し、すごいなと思っていました。 

ある日の午前中にそれを見たのですが、ちょうどその日の午後にスタジオジブリの国際関係のことを

やられているかたと約束があったので、「今朝、『おおかみこどもの雨と雪』という素晴らしい映画を見

た」と話しました。そうしたら「興味あるなら(作品の関係者に)紹介してあげますよ」と言われました。

それが最初の出会いです。 

 

細田監督に興味を持つのは、映画の原作を自分で書いているからです。いわゆる原作ありきのアニメで

はないというのはすごく大きいです。国際的な舞台で活躍するには、自身が原作者である、作家であるこ

とはすごく大事で、そうした意味で細田監督はきちんと原作も書ける人です。 

有名なマンガ原作を使っても、自分の映画にすることができる人はいます。けれどもやはり日本のマン

ガを原作にした映画の多くは、監督自身のものにはなってないですね。有名なマンガ原作の映画化は、映

画祭で評価される可能性は低いと思います。 

 

 

―

自分が好きだな、面白いなという作品は 2 種類あります。ひとつはすごく身近なストーリーだけれど

も、見たこともないようなところが舞台になっているもの。もうひとつは全然知らないストーリーだけ

 

3 2015 年に公開された日本のアニメーション映画。スタジオ地図制作、監督は細田守。第 63 回サンセ

バスチャン国際映画祭（2015 年）のコンペティション部門に出品された。 
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『未来のミライ』のときは、スタジオ地図が非常に柔軟に動いてくれました。制作スケジュールの終わ

りを映画祭の締め切りに間に合わせることはすごく重要なことで、通常は映画祭の 2 ヶ月前には映画を

見せなければいけません。つまりはカンヌであれば 3 月に完成していなければいけないのですけれども、

『未来のミライ』は 5 月ぐらいにしか見せられる状態にはならないことが分かりました。 

スタジオ地図は録音を 5 月に予定していたけれども、遅くとも 4 月 1 日には声が入ったバージョンを

映画祭に絶対に見せなきゃいけないんだと。スタジオにとってはお金的には高くつくことだったけれど

も、私が言ったことを受け入れてくれました。スケジュールを前倒しして音を入れてくれたので、それを

見せることができました。 

 

 

―

作品の評価はとても高かったです。日本のアニメが何か低く思われているわけでなくて、アニメーショ

ンを見せる場が映画祭にはすごく少ないのです。今年(2022 年)のカンヌ国際映画祭でもアニメーション

は数ある作品の中でも 1 作品しかなかった。それが『プチ・ニコラ パリがくれた幸せ』14です。ベルリ

ン国際映画祭もアニメーションはすごく別なものと見られがちです。カンヌの方がまだマシだと思うぐ

らいです。 

 

 

―

映画祭に選ばれるアニメーションには、少し政治的なメッセージがあったりとか、大人が観るアニメー

ションというのはあります。 

 

さっきの話に戻ると、『未来のミライ』は監督週間だったのですが、その後の『竜とそばかすの姫』は

カンヌの公式セレクションと一段あがっています。公式セレクションは監督週間が何を選ぶかっていう

のをしっかり見ていて、監督週間を通った監督が公式セレクションに移るのはよくあるパターンです。 

特に『未来のミライ』は監督週間で選ばれただけでなくて、その後オスカーにもノミネートされた。当

然カンヌは、それをチェックしているわけです。 

そうすると次のステップは実はそれほど大変ではない。もう土台ができているので、会社としても、作

家としても、あの作者なんだとみんなが認識しているのです。あとはカンヌのトップが選ぶだけです。あ

と一番ラッキーだったのは、映画祭が 5 月に開催できない年で 7 月になったことで制作時間の余裕が出

 

14 2022 年のフランスのアニメーション映画。監督はアマンディーヌ・フルドン、バンジャマン・マス

ブル。 
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だから私は三宅唱17監督の最新作(『ケイコ 目を澄ませて』)の海外セールスでやっているのですが、作品

はベルリンにも選ばれています。聾唖の女性が主人公でやはり社会的なところが興味を持たれている。

ここしばらくは日本からは是枝裕和18監督以外に新しい世代の監督がいませんでした。少し前は黒沢清19

監督や三池崇史20監督がいたけれどそこから全然いない時期が続いて、ようやく最近三宅監督とか濱口竜

介監督と現代のヌーベルバーグ的な動きが出てきた。彼らは全然政治的な作品ではないと思うけれども

作家性がないわけでないんです。 

 

 

―

オリジナル作品にとって批評はものすごく大事ですね。それはみんな何をきっかけに映画を見るかっ

てことです。全然知らないオリジナルのストーリーだから、それを知る助けが必要です。原作がありきの

ものだったら映画祭は必要なく、みんなが知っている作品だからちゃんと映画館に出かけて行くことは

できます。けれどもオリジナルはやはりまず知ってもらわないといけないので、そのために映画祭も大

事になってくる。そして映画祭では批評家の意見が大事になってきます。映画祭にしても、批評家たちか

ら叩かれるような作品を自分たちが選んだっていうことにはしたくないから、やはりきちんと評価され

るものを選ぶ。そうした点で批評家の意見は大事です。 

 

 

―

明らかに映画祭に選ばれることは重要です。それで自動的に批評家たち全員が作品を知ることになり

ます。それからプレスという形で世界中の批評家が知ります。 

 

 

―

両方ですね。ただメディアのほうが大きいですよね。スター的なジャーナリストがいるかどうかについ

 

17 1984 年－。日本の映画監督。『Playback』が第 65 回ロカルノ国際映画祭（2012 年）インターナショ

ナル・コンペティション部門に出品された。 

18 1962 年－。日本の映画監督、テレビディレクターなど。『万引き家族』で、第 71 回カンヌ国際映画

祭（2018 年）パルム・ドールを受賞した。 

19 1955 年－。日本の映画監督、脚本家など。『スパイの妻〈劇場版〉』で、第 77 回ベネチア国際映画祭

（2020 年）銀獅子賞を受賞した。 

20 1960 年－。日本の映画監督。『初恋』が第 72 回カンヌ国際映画祭（2019 年）の監督週間に出品され

た。 
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トが大きいから当然ですけども、あまりにもそれを重要に考えてそれを中心にすると、海外の考えだと

もう間に合わないんです。 

細田監督とは本当に全て一緒にいろいろ考えながらやってもらっています。ただ誰もが細田さんにな

れるわけではないですね。もちろん才能もありますし。 
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本調査は、海外において日本のマンガに対する評価がどのようなものなのか、そしてその価値づけがど

のように行われてきたかについて知ることを目的とする。ここで「価値づけ」とは「価値が高い作品とし

て位置づける」という意味で用い、価値が高いという評価を受けることをほぼその同義とみなすが、「評

価」には様々な評価軸や基準があり、「評価」自体は一元的なものではない。本調査では批評的に文学的・

芸術的価値が高いとする評価、ひとりのインタビュー相手の言葉を借りると「エリート主義的評価」に焦

点を当て、その評価が与えられる経緯をインタビューの内容から検証する。 

 

今年度はヨーロッパから開始することとし、まずフランスとイギリスで２人ずつ、合計 4 人のコミッ

クスの専門家にインタビューして、価値づけの経緯について質問した。それぞれの国では現地のコミッ

クス／バンド・デシネを専門とする人と日本マンガを専門とする（もしくは日本マンガに詳しい）人をひ

とりずつ選んでいる。（ちなみに、本稿では日本のマンガを「マンガ」、アメリカまたはイギリスのマンガ

を「コミックス」、フランスのマンガを「バンド・デシネ」と表記する。） 

インタビュー相手（プロフィールの詳細は別紙参照） 

・フランス 

Didier Pasamonik（ディディエ・パサモニク） 

コミックスを専門とするベルギーの出版者、ジャーナリスト、キュレーター。 

Matthieu Pinon（マシュー・ピノン） 

日本のアニメ、マンガ、現代日本文化を専門とするフランスのライター、編集者。 

・イギリス 

Paul Gravett（ポール・グラヴェット） 

イギリスのコミックス評論家。キュレーター。 

Roger Sabin（ロジャー・サビン） 

イギリス、ロンドン芸術大学教授。ポピュラーカルチャー担当。 

 

この調査では批評的に高い評価を受けることに注目したが、上で述べたようにその評価にはいくつも
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の評価基準や評価軸があり得る。今回の 4 人に対するインタビューにおいても、評価とは多面的であり、

評価軸を限定することの問題点も指摘されたが、以下の 2 点が対比するものとしてしばしば言及された。 

 

知識人による“文学的”もしくは“芸術的”であるとする評価 

商業的成功、大きな売り上げ達成を裏付けとする評価 

 

上記の 2 点の評価は相互排他的ではなく、文学的・芸術的評価を受けていても商業的に成功する場合

もあるが、インタビューでは文学的・芸術的評価を受けた作品は商業的に成功していない、商業的に成功

した作品は文学的・芸術的評価を受けていないとして、それぞれを別の作品群として捉える見方も多く

見られた。 

そして 4 人のインタビューから、イギリスでもフランスでも、「MANGA」と聞いてイメージするのは

商業的成功作であり、文学的・芸術的評価を受けている日本マンガはまったくないわけではないものの、

ごく少数であることも判明した。 

 

作品やマンガ家に対して文学的・芸術的に高い評価がフランスとイギリスでどのように与えられてい

るのかに関して、4 人のインタビュー内容をまとめると以下のようになる。 

 

・文学的・芸術的雑誌に掲載 

・文学的・芸術的作品を出すというブランドイメージを持つ出版社から出版 

 

・権威ある施設（大英博物館など美術館、博物館） 

・国際的に著名なフェスティバルで大きく取り上げられる、展示が行われる 

 

・大手新聞文化欄 

・文芸誌（ファン向けの雑誌ではない） 
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しかしマッカーシー氏の特筆すべき仕事は、インタビューでも多く言及された初期のファンコミニュ

ティの醸成や文化全体の振興にあった。例えば日本アニメがイギリスに導入された初期段階、『AKIRA』

を発見し、彼女を中心としたメンバーがその拡散に務めた。 

マッカーシー氏自身はアニメの価値づけについて、商業的なものと作品そのものの価値づけを異なる

と認識している。そのうえで「一般的なファン」、「ジャーナリストなど作品を考察する人たち」、「アニメ

や作品を深く研究するアカデミックの人たち」とアニメの受容者を 3 つの層に分けて捉えている。なか

でもアカデミックな役割を重要視している。同時にアカデミック以外での研究や資料アーカイブをする

人々にも深く言及した。マッカーシー氏のインタビューからは、彼女が「研究」と「ファン活動」のふた

つの軸がイギリスにおけるアニメの価値づけに大きな役割を果たしたと考えていることが受けとれた。 

 

 レイナ・デニソン氏は米国生まれの研究家だが、現在はイギリスのブリストル大学の映画・テレビ学

部でメディア分野の教授として研究活動し、教鞭をとっている。スタジオジブリの研究家として注目を

浴びる一方で、子供時代からアニメとの関わりがあり、長年のアニメファンでもある。 

インタビューでは日本アニメの評価の確立から始まり、配信プラットフォームが与えた影響、ディズニ

ー作品との違い、日本文化理解におけるアニメの役割、初期のアニメファンの形成など多方面のトピッ

クスが語られた。そのなかでもデニソン氏からは特にアカデミズムの話を多く聞くことが出来た。 

しかし、事前の予想し反してアニメにおいてのアカデミズムにおける価値づけは、デニソン氏はあまり

大きくないと考えていることが話から感じられた。むしろアニメにおけるアカデミズムは立ち上がった

ばかりであり、まだその影響力は弱いと捉えているようだ。これはヨハン・コント氏が、映画には影響力

のある批評家は存在するが、アニメーションには存在しないとの発言とも関連する。アニメにおける批

評・アカデミズムの役割はむしろ今後の成長にかかっていると受け止められている。 

一方でスタジオジブリについては、他のアニメ作品や制作者とは異なった価値の形成があったことが

語られた。それが強力なブランドを築いているというわけだ。日本アニメの価値づけにおけるスタジオ

ジブリの存在・役割をどう考えるかは、今後より深く考察すべきトピックかもしれない。 

 

 ヨハン・コント氏はフランスの大手配給会社ゴーモンでの経験を経て、自身の映画会社を立ち上げ

た。他のインタビュイーと異なりアニメファンであったといった背景はなく、ビジネスでは実写映画と

アニメーションの両方を扱う。今回のインタビュイーのなかではアニメから一番遠いとも言えるが、そ

れだけにコント氏の視点は貴重でもある。 

 インタビューではゴーモン時代から関わった細田守監督作品を通じて、ヨーロッパにおいて細田守

監督の評価がいかに確立されていったかが詳細に語られた。映画業界の仕組みを考えたうえで、いくつ

もの施策を打ち出す活動は目から鱗であった。 

またアニメだけに限らず、映画祭が監督や作品の価値づけに果たす役割、メディアや批評の重要性にも

触れている。なかでも印象深かったのは、そうしたややアニメから離れた立場、実写映画の業界からの視
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点からでもあるにもかかわらず、日本アニメの将来性をポジティブに捉えていることである。近年の日

本アニメ全体の海外での評価・関心の高まりを裏付けるものであった。 

 

今回の調査にあたっては、アニメには商業的な成功や一般的な人気とは別のかたちの評価があること

を前提していた。ここではそれを「価値づけ」と呼んでいる。インタビュー全体を通じて、この調査の前

提とした「価値づけ」(それがいかに呼ばれるかは別として)が存在することは、ほとんど全員の共通認識

であった。 

この価値づけが、様々なメディア、コミュニティ、組織・機関などを通じて形成されていくことも明ら

かになった。ここではそうした価値づけを行うものを仮に「装置」と呼ぶことにする。インタビューのな

かで挙げられた装置は、次のようなものだ。 

 

 

ただしどの装置が価値づけにより大きな役割を果たすのかは、それぞれの立場において考えたかたも

異なる。例えばコント氏は映画業界との立場から映画祭の役割を重視し、マッカーシー氏はファンコミ

ュニティを重視する。 

 映画祭やアワードは、それに選ばれることで作品やスタッフの知名度をあげるだけでなく、厳格な審

査を経たという事実から価値が生まれる。名のある組織や施設などにおける原画展や上映会も同様だ。

お墨付きを与えられたと判断されるからである。 

 お墨付きを与えられることで、メディアが作品の価値を拡散していく。メディアは価値づけを広げる

だけでなく、それ自体も歴史を持ち、権威を掲げており、それらが報じることで価値づけは強化されてい

く。こうした価値づけのループには、さらに批評家やアカデミックの人々も含まれる。 

価値づけは映画祭や展覧会で突然起きるように見えるが、実際には段階的なものになる。そこに取り上

げられるまでのステップアップがあり、時には明確なルートも存在する。 

 今回の調査でもっとも知りたいと思っていたのは、そうした作品を選考する場所に作品を持ってい

くのが誰かである。おそらくそれは今回インタビューを引き受けていただいたかたような、価値あるも

のを探している人たちなのでないかと想像される。ファンコミュニティのアーリーアダプターや、批評

家・ライター、さらにはビジネス関係者などである。 

 さらに価値づけする作品を探す人々、映画祭やアワード、展覧会など、それ自体が社会で高く評価さ

れていることが重要である。映画祭であれば世界 3 大映画祭、組織であれば大英博物館、ルーブル美術

館、バービカンセンター、ICCといったものだ。つまり新たに価値づけされるものは、すでに価値づけら
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れた人や組織・機関が生み出し、それがスパイラル的に広がっていく側面が強い。 

 ここで注意したいのは、そうした価値づけを権威づけと混同しないことである。価値づけが積極的さ

れる背景には、商業的に成功する作品の存在感が大きい中で、価値ある作品が埋もれがちとの事実があ

る。コント氏は「映画はプロモーションをしないと人がこない」と述べる。価値づけの装置は決して強固

なものではない。価値づけとは放っておけば忘れられてしまう優れた作品やスタッフに積極的に日を当

てて、歴史に残していく作業なのではないか。今回の調査を通じて、至った結論である。 
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いのが現状ではないか。 

裏を返すと、その人の認知、評価と、過去に生み出し、今後生み出す作品の価値を上げる、エージェン

ト機能を強化する余地がある。アメリカ映画産業、ハリウッドにおいては、俳優だけでなく、監督やクリ

エーターのエージェントビジネスが盛んで高度に進化しているが、そうしたビジネスの在り方にも多く

のヒントがあると考える。グローバルな大きな市場の可能性を考えたとき、日本の作家・クリエーターを

束ね、それぞれの作家・クリエーターの価値を最大化しその生涯を通じてサポートするエージェント機

能、そのビジネスにはその可能性を検証する価値は大いにあると考える。 

 

アニメは、映像によるナラティブ、物語形式、つまり映画やテレビシリーズなどの一形態であり、「マ

ンガ」も画像による物語の一形態である。そしてそれぞれの領域の中でのほかの形式、周辺領域との垣根

は以前よりあやふやとなっている中、より広くとらえることに突破口が見いだせるのではないか。 

今年の米国アカデミー賞長編アニメーション賞を受賞したのは、ギレルモ・デル・トロ監督による『ギ

レルモ・デル・トロのピノッキオ』だが、同氏は実写映画でアカデミー賞作品賞を 2018 年に受賞した「シ

ェイプ・オブ・ウォーター」の監督でもある。大友克洋監督も、庵野秀明監督も、押井守監督も、アニメ

映画だけでなく、実写映画も制作している。 

クリエーターに着目するとアニメ、実写を完全に無関係のものとして整理できなくなるのは必然だが、

実写なのか、アニメーションなのかの線引きももはや依然と比べて明確ではなく、スティーブン・スピル

バーグ監督による「レディ・プレーヤー１」が実写なのかアニメなのか議論されたように、デジタル化に

よりますます区別はしづらい。鑑賞者にとっては「素晴らしい作品かどうか」ということが一番重要であ

り、そもそもあまり区別する意味もあまりない。 

また、今回の調査のなかで、MANGAはエリート主義的評価を受けず、その評価を受ける場合はグラフ

ィックノベルと呼ばれ、エリート主義的評価を得ている日本マンガもグラフィックノベルと呼ばれる、

とあったが、「マンガ」として位置付けると、海外の枠組みのなかで狭い領域に押し込められてしまう。

またコミックの領域は、昨今成長著しいウエブトゥーン含めてコンテンツの形態、メディアプラットフ

ォームの変化が著しく、こうした広い領域に目を配る必要がある。 

こうした視座の元、取り組みを狭いところに押し込めるのではなく、より広く、大きなポテンシャルを

持ったものとしてとらえることにブレイクスルーの可能性があるのではないか。 

 

先述のセミナーにおいて数土氏から「価値づけはデータ化できるのか」という質問があったが、これは

価値づけが企業活動として促進・成功するうえではとても重要な点である。 

事業であれば売上・利益、作品事業であれば興行収入や発行・販売部数が指標となるが、価値づけに関

わる事業者にとっても、これらの指標も同様に重要ではある。さらには、価値づけの方法論の再現性を高

め、果たす機能の改善していく上では、より広く事業をとりまく現象や結果のデータ化、定点観測も有効

なツールである。メディアのデジタル化によって多くの現象、消費者の行動がデータ化されており、リサ
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ーチデータでも取得することは可能である。例えば、個々のクリエーターとその作品のメディアでの露

出量、観客数、評価、ファンの数、ファンの質（関与度・熱量、消費時間、消費金額など）、そしてこれ

らを踏まえた作家・クリエーターのブランド価値指標など、メディア・マーケティングデータを事業・財

務データと組み合わせて計測していくことなどが考えられる。 




